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は
じ
め
に

　

本
稿
は
本
誌
第
七
八
号
「
近
世
の
嵐
山
と
日
切
茶
店
」（
以
下
、
前
稿
）

に
引
き
続
き
、
天
龍
寺
の
寺
務
日
誌
『
年
中
記
録（

１
）』

を
素
材
と
し
て
、
近

世
と
い
う
時
間
の
な
か
で
、
名
所
嵐
山
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
営
み
の
跡
を
追
い
、
近
世
の
嵐
山
と
い
う
名
所
文
化

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
世
の
嵐
山
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
代
表
的
な
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
刊
『
都
名
所
図
会
』〈
図
１
〉
と
寛
政
一
一
年
（
一
七
九 

九
）
刊
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』〈
図
２
〉
の
挿
絵
は
、
い
ず
れ
も
嵐
山
の

北
東
上
空
か
ら
南
西
の
嵐
山
を
俯
瞰
し
、
嵐
山
の
峰
だ
け
で
な
く
、
東
麓

に
建
つ
法
輪
寺（

２
）、

麓
を
流
れ
る
大
井
川
や
渡
月
橋
を
含
む
一
帯
を
描
い
て

い
る
。
両
図
絵
の
構
図
は
、
同
時
代
を
生
き
た
人
び
と
が
〈
嵐
山
〉
と
い

う
名
所
に
み
た
景
観
を
投
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
の
挿
絵
は
嵐
山
の
花
見
と
と
も
に
、

法
輪
寺
の
十
三
詣
り
を
描
い
た
も
の
で
、
子
ど
も
の
手
を
引
く
親
の
姿
も

み
ら
れ
る
同
絵
の
詞
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

近
年
下
嵯
峨
法
輪
寺
に
三
月
十
三
日
十
三
歳
な
る
男
女
都
鄙
よ
り
来

て
群
集
大
方
な
ら
ず
、
本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
に
福
智
満
の
知
恵
を
貰
ふ

と
て
年
々
に
増
て
参
る
な
り
、
こ
れ
を
十
三
参
と
い
ふ

近
世
の
嵐
山
と
橋

　

 

天
龍
寺
の
寺
務
日
誌
を
素
材
と
し
て 

　

谷　

山　

勇　

太

　

本
稿
は
本
誌
第
七
八
号
「
近
世
の
嵐
山
と
日
切
茶
店
」
に
引
き
続
き
、
天
龍
寺
の
寺
務

日
誌
『
年
中
記
録
』
を
素
材
と
し
て
、
近
世
と
い
う
時
間
の
な
か
で
名
所
嵐
山
を
め
ぐ
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
営
み
の
跡
を
追
い
、
近
世
の
嵐
山
と
い
う
名

所
文
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

嵐
山
の
麓
を
流
れ
る
大
井
川
に
は
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
幕
末
ま
で
お
よ
そ
百
年
に
わ

た
っ
て
「
仮
橋
」
が
架
け
続
け
ら
れ
、
人
び
と
は
そ
の
橋
を
歩
い
て
渡
っ
て
嵐
山
の
花
見

や
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
に
往
き
来
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
と
く
に
『
年
中
記
録
』
と
法
輪
寺
文
書
に
残
さ
れ
た
「
仮
橋
」
の
記

録 　

 

架
橋
、
流
失
、
修
復
、
中
断
、
舟
渡
し 　

 

を
通
し
て
、
近
世
の
嵐
山
と
法
輪
寺
、

十
三
詣
り
の
広
が
り
、
渡
月
橋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
か
か
わ
り
合
い
と
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考

え
る
。



社会科学　79 号 38

〈図１〉『都名所図会』巻４（『新修京都叢書』第５巻［臨川書店、1976年］）

〈図２〉『都林泉名勝図会』巻５（『新修京都叢書』第９巻［臨川書店、1976年］）
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今
日
ま
で
続
く
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
は
後
述
す
る
よ
う
に
一
八
世
紀
後
期

に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

３
）。

詞
書
の
と
お
り
寛
政
年
間
に
「
十
三
歳
な

る
男
女
都
鄙
よ
り
来
て
群
集
大
方
な
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

十
三
詣
り
に
往
来
す
る
親
子
連
れ
も
花
の
嵐
山
の
麓
を
往
来
し
た
こ
と
に

な
る
。
寛
政
年
間
は
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
年
中
記
録
』
に
お
い
て

「
嵐
山
花
之
間
」
と
い
う
文
句
が
現
れ
た 　

〈
花
の
嵐
山
〉
と
い
う
文
化

が
言
葉

0

0

と
し
て
認
識
さ
れ
た 　

 

時
期
に
当
た
る
う
え
、
三
月
一
三
日
前

後
と
言
え
ば
、
嵐
山
は
ち
ょ
う
ど
花
盛
り
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
今
日
に

伝
わ
る
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
（
新
暦
四
月
一
三
日
）
で
は
、
参
詣
を
終
え

た
子
ど
も
は
帰
途
渡
月
橋
を
渡
り
切
る
ま
で
振
り
返
っ
て
は
い
け
な
い
、

せ
っ
か
く
授
か
っ
た
知
恵
を
返
し
て
し
ま
う
と
親
に
戒
め
ら
れ
る
。
こ
の

風
習
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
花
の
頃
、

橋
を
渡
っ
て
法
輪
寺
へ
詣
で
た
人
び
と
の
営
み
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い（

４
）。

　

本
稿
で
は
、
嵐
山
の
麓
を
流
れ
る
大
井
川
に
架
け
ら
れ
た
「
橋
」
を
め

ぐ
る
人
び
と
の
営
み
を
通
じ
て
、
近
世
の
嵐
山
と
法
輪
寺
、
十
三
詣
り
、

渡
月
橋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
か
か
わ
り
合
い
と
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
る
と

と
も
に
、
近
世
の
嵐
山
と
い
う
名
所
文
化
の
一
面
を
み
つ
め
て
み
た
い
。

一　

近
世
の
渡
月
橋

　

近
世
中
期
以
前
の
渡
月
橋
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
し
て
な
お
不
明
な
点

が
数
多
い（

５
）。

本
稿
で
基
礎
史
料
と
す
る
天
龍
寺
文
書
『
年
中
記
録
』
に
お

い
て
は
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
三
月
に
天
龍
寺
が
京
都
町
奉
行
所

へ
差
し
出
し
た
年
代
覚
書
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
、
大
井
川
面
天
龍
寺
よ
り
船
渡
仕
来
候
処
、
天
和
三
年
法
輪
寺
へ

為
参
詣
度
月
橋
仮
橋
之
儀
、
法
輪
寺
よ
り
当
寺
へ
懇
望
ニ
付
、
証

文
取
置
許
容
仕
仮
橋
掛
さ
せ
申
候
、
毎
度
之
洪
水
ニ
破
損
或
流
失

仕
、
掛
替
候
節
ハ
当
寺
よ
り
材
木
差
遣
申
候

一
、
元
禄
年
中　

桂
昌
院
様
法
輪
寺
本
堂
御
修
復
之
砌
橋
掛
替
申
候
、

宝
永
三
年
右
之
橋
修
復
ニ
付
、
行
桁
材
木
等
当
寺
よ
り
差
遣
申
候
、

其
後
大
破
断
絶
仕
候
故　

御
高
札
御
引
取
被
成
候

右
に
抜
粋
し
て
掲
げ
た
覚
書
に
よ
れ
ば
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
法

輪
寺
は
天
龍
寺
へ
「
度
月
橋
仮
橋
」
の
新
造
を
願
い
出
、
参
詣
人
の
た
め

に
橋
を
架
け
た
。
そ
の
後
元
禄
一
〇
年
（
一
六
八
八
）
に
は
、
法
輪
寺
が

桂
昌
院
（
将
軍
綱
吉
の
実
母
）
の
寄
進
を
受
け
て
渡
月
橋
を
新
た
に
造
営

し
た（

６
）。

十
分
な
資
金
を
得
て
、
こ
の
と
き
架
け
ら
れ
た
橋
は
板
橋
で
あ
っ

た（
７
）。

ま
た
橋
詰
に
は
桂
昌
院
の
寄
進
に
よ
り
新
造
さ
れ
た
由
緒
か
ら
「
御

高
札
」
が
立
て
ら
れ
、
公
儀
的
な
性
格
を
具
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
元
禄
一
〇
年
に
架
け
ら
れ
た
板
橋
は
、
後
の
「
仮
橋
」
に
対

す
る
〈
本
橋
〉
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

８
）。

そ
の
後
、

同
板
橋
は
幾
度
か
の
出
水
に
修
復
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
正
徳
二
年
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（
一
七
一
二
）
五
月
の
出
水
で
残
ら
ず
流
失
し
、
そ
の
際
「
御
高
札
」
も

引
き
取
ら
れ
た（

９
）。

　

正
徳
二
年
の
流
失
後
、
同
四
年
か
ら
数
度
の
中
断
を
経
て
、
幕
末
ま
で

架
け
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
渡
月
橋
は
「
仮
橋
」（
又
は
「
仮
土
橋
」）

と
呼
称
さ
れ
る（

（（
（

。「
仮
橋
」
は
木
組
み
の
上
に
芝
混
じ
り
の
土
を
覆
い
か

け
た
土
橋
で
、
欄
干
に
は
縄
で
結
っ
た
手
摺
り
を
備
え
て
い
た（

（（
（

。
橋
は

〈
図
１
〉
に
み
た
と
お
り
、
大
井
川
の
中
州
を
中
継
地
と
し
て
大
橋
（
天

龍
寺
側
）
と
小
橋
（
法
輪
寺
側
）
が
架
け
ら
れ
た
。
橋
の
規
模
に
つ
い
て

断
片
的
に
残
さ
れ
た
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
が
〈
表
１
〉
で
あ
る
。
同
表

に
み
る
と
お
り
、
板
橋
時
代
の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
前
後
の
記
録
と

推
定
さ
れ
る
「
嵯
峨
法
輪
寺
堂
社
并
住
坊
境
内
間
数
覚
」（
法
輪
寺
文
書

【
四
八
六
】）
に
よ
る
と
、「
大
井
川
橋
」
と
し
て
「
一
、
大
橋
幅
九
尺
長

サ
三
拾
間
」、「
一
、
小
橋
九
尺
長
サ
八
間
半
」
と
あ
る
。
仮
土
橋
時
代
の

記
録
で
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
法
輪
寺
が
町
奉
行
所
へ
差
し
出

し
た
願
書
に
「
仮
橋
幅
壱
間
ニ
長
三
拾
間
之
土
橋
」
と
み
え
る
が
、
二
〇

年
後
の
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
流
失
届
に
は
「
洪
水
ニ
而
六
拾
三
間

之
内
三
拾
間
余
今
朝
流
失
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
宝
暦

元
年
（
一
七
五
一
）
に
は
七
〇
間
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
は
八
〇

間
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
九
〇
間
と
、
橋
長
は
架
け
替
え
ら
れ

る
度
、
出
水
に
よ
り
大
井
川
の
川
幅
が
広
が
る
度
に
伸
び
た（

（（
（

。
橋
幅
に
つ

い
て
は
殆
ど
記
録
が
な
い
が
、「
仮
橋
」
と
し
て
は
享
保
六
年
の
記
録
に

み
え
る
「
幅
壱
間
」
程
度
が
標
準
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。〈
表
２
〉

〈表１〉渡月橋の構造・規模

年 構造 橋種 橋　　長（m） 橋　　幅（m） 出　　典

（宝永７年）（1710） 板橋
大橋 30間 （54.5） ９尺 （2.7）

〔法〕（宝永７年）覚書
小橋 8.5間 （15.5） ９尺 （2.7）

享保６年 1721 土橋 30間 （54.5） １間 （1.8） 〔天〕享保６年願書
（法→奉行）

寛保元年 1741 土橋 63間 （114.5） 〔天〕寛保元年口上覚
（法→奉行）

宝暦元年 1751 土橋 70間 （127.0） １丈 （3.0） 〔天〕享和２年覚書
（天→雑色）

明和８年 1771 土橋
大橋 77間 （140.0） 〔法〕明和８年言上帳

（法→奉行）小橋 16間 （29.0）

寛政５年 1793 土橋 80間 （145.5） 〔法〕寛政５年口上書
（法→奉行）

嘉永３年 1850 土橋 90間 （163.5） 〔法〕嘉永３年口上書
（門前→法）

明治28年 1895 土橋 100間 （182.0） 京都参事会『京華要誌』

現　　在 鉄筋コン
クリート 155.0 11.0

※１〔法〕法輪寺文書
※２〔天〕年中記録
※３（　）内の「法」は法輪寺、「天」は天龍寺、「奉行」は京都町奉行、「門前」は法輪寺門前町を示す。
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に
み
る
と
お
り
、
渡
月
橋
は
数
年
を
お
か
ず
流
失
又
は
破
損
し
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
「
仮
橋
」
は
大
井
川
の
出
水
に
十
分
耐
え
う
る
構
造
で
は
な

か
っ
た
。
近
世
の
渡
月
橋
の
歴
史
は
ま
さ
に
流
失
と
修
復
の
繰
り
返
し
の

営
み
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
、
近
世
後
期
の
渡
月
橋
の
管
理
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

天
龍
寺
文
書
に
伝
わ
る
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
「
天
龍
寺
境
内
惣
支

配
所
六
ケ
村
麁
絵
図
」（【
一
五
四
〇
】）、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の

「
川
内
出
入
裁
許
絵
図
」（【
一
五
四
七
】）
に
よ
る
と
、
嵐
山
及
び
嵐
山
の

麓
を
流
れ
る
大
井
川
の
南
岸
（
法
輪
寺
側
）
ま
で
は
中
州
も
含
め
て
天
龍

寺
が
領
有
し
た
。
よ
っ
て
、
橋
床
は
天
龍
寺
が
領
有
し
て
い
た
。
但
し
、

大
井
川
内
に
つ
い
て
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
天
龍
寺
と
松
尾
社

の
境
相
論
裁
許
状
の
な
か
で
町
奉
行
所
は
「
川
内
ハ
不
残
御
用
地
ニ
召
上

候
」
と
申
し
渡
し
て
い
る
（【
一
五
三
二
】）。

　

こ
の
た
め
近
世
後
期
に
お
い
て
は
、
天
龍
寺
が
橋
床
を
領
知
し
て
い
た

が
、
実
際
の
架
橋
と
管
理
運
営
は
法
輪
寺
が
行
っ
た
。『
年
中
記
録
』
享

保
五
年
（
一
七
二
〇
）
七
月
条
に
は
、
天
龍
寺
が
法
輪
寺
住
持
の
代
替
わ

り
に
と
も
な
い
新
住
持
聚
福
か
ら
取
っ
た
証
文
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

大
井
川
度
月
橋
之
事
天
龍
寺
領
内
紛
無
之
候
処
、
虚
空
蔵
為
参
詣
以

許
容
従
法
輪
寺
仮
橋
掛
申
候
、
洪
水
之
節
ハ
従
天
龍
寺
余
力
御
加
所

希
候
、
尤
橋
床
川
岸
ニ
竹
木
を
生
立
セ
作
毛
等
仕
候
儀
御
停
止
、
近

年　

御
公
儀
御
触
書
之
旨
致
承
知
候
、
仍
為
後
証
如
件

				




享
保
五
年
庚
子
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
輪
寺

								








七
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聚
福
印
判
書
判

				




天
龍
寺　

役
者
中

享
保
五
年
以
降
も
、
法
輪
寺
の
住
持
交
代
の
節
に
は
、
右
同
様
の
証
文
が

法
輪
寺
か
ら
天
龍
寺
へ
差
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
証
文
に
み
る
と

お
り
、
橋
は
法
輪
寺
が
同
寺
の
虚
空
蔵
菩
薩
を
参
詣
す
る
者
の
た
め
天
龍

寺
へ
願
い
出
、
天
龍
寺
の
「
許
容
」
を
得
て
架
け
ら
れ
た
。

　

橋
の
管
理
の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
架
橋
及
び
修
復
に
際

し
て
は
、
ま
ず
法
輪
寺
が
天
龍
寺
へ
願
い
出
、
証
文
を
差
し
出
し
た
。
次

い
で
法
輪
寺
並
び
に
天
龍
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
京
都
町
奉
行
所
へ
願
い
出
、
町

奉
行
所
に
聞
き
届
け
ら
れ
次
第
、
法
輪
寺
が
普
請
し
た
。
こ
の
と
き
、
法

輪
寺
は
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
願
書
の
写
を
天
龍
寺
へ
届
け
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
但
し
、
補
修
程
度
の
軽
微
な
場
合
は
、
両
寺
間
の
や
り
取
り
で

済
ま
さ
れ
た
。
な
お
普
請
に
あ
た
っ
て
は
、
法
輪
寺
の
願
い
に
よ
り
天
龍

寺
が
用
材
の
一
部
を
提
供
し
た
。
普
請
が
出
来
る
と
、
法
輪
寺
は
ま
ず
天

龍
寺
へ
届
け
出
、
天
龍
寺
の
役
者
が
見
分
し
た
う
え
、
両
寺
が
町
奉
行
所

へ
届
け
出
た
。
ま
た
橋
が
流
失
破
損
し
た
際
は
、
法
輪
寺
は
天
龍
寺
へ
状

況
を
届
け
出
る
と
と
も
に
修
復
ま
で
の
間
の
舟
渡
し
を
願
い
出
た
。
次
い

で
、
両
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
町
奉
行
所
へ
同
じ
旨
を
届
け
出
た
。
近
世
後
期
の

渡
月
橋
は
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
管
理
さ
れ
、『
年
中
記
録
』
に

は
一
連
の
手
続
き
に
係
る
記
録
が
書
き
留
め
ら
れ
た
。
そ
の
記
録
を
基
と
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和年号 西暦 月 大橋 小橋
宝永７ 1710
正徳１ 1711 ５ ×
２ 1712
３ 1713
４ 1714 ○
５ 1715

享保１ 1716
２ 1717
３ 1718
４ 1719
５ 1720
６ 1721 閏７ ×
７ 1722 －
８ 1723 －
９ 1724 ○
10 1725 －
11 1726 －
12 1727 －
13 1728 －
14 1729 －
15 1730 －
16 1731 ◎
17 1732
18 1733
19 1734
20 1735 ４ ×

５ ×
６ ○ ○

元文１ 1736 ６ □
２ 1737 ６ △

８ △
３ 1738
４ 1739
５ 1740 閏７ ×

寛保１ 1741 ３ ○
×

２ 1742 ５ ×
３ 1743 －

和年号 西暦 月 大橋 小橋
延享１ 1744 －
２ 1745 －
３ 1746 －
４ 1747 －

寛延１ 1748 －
２ 1749 －
３ 1750 －

宝暦１ 1751 －
２ 1752 ２ ◎

６ □
３ 1753 ３ □

６ △
４ 1754 ２ □

７ △
８ △

５ 1755 ３ △
６ △
10 △
12 △

６ 1756 ６ △
９ △

７ 1757 ２ □
５ △
６ □

８ 1758 ８ × ×
10 ○ ○

９ 1759
10 1760 3 □

５ ×
６ ×

11 1761 ３ ○ ○
12 1762 ８ ×

10 ○
13 1763 ９ ×

10 ○
11 △

明和１ 1764 ８ ×
閏12 ○

和年号 西暦 月 大橋 小橋
２ 1765 ４ ×

６ ○
３ 1766 ３ □
４ 1767
５ 1768 ３ △
６ 1769 ２～３ □
７ 1770 ２ □
８ 1771 ２ □

４ ×
安永１ 1772 １ ○

２ □
２ 1773 ３ □
３ 1774
４ 1775 ６ ×

８ ○
５ 1776
６ 1777 ３ □
７ 1778 ２ □

６ ×
７ ○

８ 1779 ２ △
９ 1780

天明１ 1781 ２ △
３ □

２ 1782 ７～８ △
８ △

３ 1783
４ 1784 ２ □
５ 1785 ２～３ □
６ 1786
７ 1787
８ 1788 ８ △

寛政１ 1789
２ 1790
３ 1791 ２ □
４ 1792
５ 1793 ３ □ □
６ 1794

〈表２〉『年中記録』にみる渡月橋の流損失年表（宝永７～安政６）

凡例　◎　新造架橋� ×　流失（橋長10間以上の流失）
○　架橋（流失後の修復架橋）� －　中断期間　　　　　　　　　
□　補修（置土、桁入替、欄干取替、縄結替）
△　修復（出水による重度の損傷修復）
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和年号 西暦 月 大橋 小橋
７ 1795 10 △
８ 1796 2 □
９ 1797 10 △
10 1798 ６ □
11 1799 ２ □
12 1800 ３ □

６ □
享和１ 1801 夏 ×
２ 1802 －
３ 1803 12 ○

文化１ 1804 ３ □
８ □

２ 1805 ２ □
閏８ □

３ 1806
４ 1807 ２ □

９ × ×
12 ○ ○

５ 1808 ２ □
７ △

６ 1809 ２ □
９ △

７ 1810 ２ □
11 □ □

８ 1811 閏２ □
５ □
７ △

９ 1812 ８ △
10 1813 ２ □
11 1814
12 1815 ７ ×

９ ○
13 1816 ２ □

９ △
14 1817 ２ □

３ □
文政１ 1818 ２ □

８ △
２ 1819 ２ □
３ 1820 ７ □

和年号 西暦 月 大橋 小橋
４ 1821 ８ ×

11 ○
12 △

５ 1822 閏１ □
５ ×
６ ○

６ 1823
７ 1824 ２ □

10 □
８ 1825 １ □

５ ×
７ ○
８ ×
11 ○

９ 1826 ９ □
10 1827 ２ □

５ △
10 □

11 1828 ２ □
10 □

12 1829 ７ ×
12 ○

天保１ 1830 10 □
２ 1831 ２ □
３ 1832 ２ □
４ 1833 ２ □
５ 1834 10 △
６ 1835 ２ □

５ ×
９ ○

７ 1836
８ 1837 ２ □

８ △
９ 1838 閏４ ×

９ ○
10 1839 ２ □

5 △
8 □
10 □

11 1840 ３ □

和年号 西暦 月 大橋 小橋
12 1841 ９ □
13 1842 １ □

５ ×
８ ○ △

14 1843 11 △
弘化１ 1844 ２ □

６ ×
７ ○

２ 1845
３ 1846 ７ ×

10 ○
４ 1847 ４ ×

嘉永１ 1848 ８ × ×
11 ○ ○

２ 1849 ６ △
３ 1850 ８ ×

９ ×
11 ◎ ◎

４ 1851 ３ □
５ 1852 ７ × ×

11 ○ ○
６ 1853 １ □

５ ×
６ ○
10 □

安政１ 1854
２ 1855 ８ × ×

11 ○ ○
３ 1856
４ 1857 ４ ×

５ ×
７ ○

×
10 ○

５ 1858
６ 1859 11 △

※本年表は天龍寺文書『年中記
録』を基とし、一部を法輪寺
文書により補足して作成した。
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し
、
一
部
を
法
輪
寺
文
書
に
残
る
記
録
か
ら
補
っ
て
作
成
し
た
の
が
〈
表

２
〉
で
あ
る
。

　

こ
の
橋
の
管
理
の
仕
組
み
が
固
ま
っ
た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
享
保
年

間
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
天
龍
寺
と
法
輪
寺
の
間
で
前
掲
の
証
文
が
取
り

交
わ
さ
れ
て
間
も
な
く
、
翌
享
保
六
年
閏
七
月
の
洪
水
に
よ
っ
て
橋
が
流

失
す
る
と
、
再
架
橋
を
め
ぐ
り
両
寺
間
で
相
論
が
も
ち
上
が
る
。
発
端
は

定
か
で
な
い
が
、
同
年
八
月
、
天
龍
寺
は
「
此
度
よ
り
当
寺
以
山
木
橋
相

掛
又
ハ
船
渡
ニ
而
往
来
不
滞
之
様
可
申
付
旨
」
法
輪
寺
へ
言
い
渡
し
、
自

前
で
橋
の
管
理
（
又
は
舟
渡
し
の
運
営
）
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
、
従
来
通
り
架
橋
を
望
む
法
輪
寺
は
そ
の
旨
天
龍
寺
へ
申
し
出
る

が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
天
龍
寺
に
断
ら
ず
直
接
町
奉
行
所

へ
「
相
対
勧
進
」
に
よ
る
架
橋
を
願
い
出
る
。
こ
れ
を
聞
き
及
ん
だ
天
龍

寺
も
す
ぐ
に
町
奉
行
所
へ
口
上
書
を
提
出
し
、「
法
輪
寺
へ
借
置
候
而
茂

破
損
之
節
度
々
申
遣
候
得
共
修
覆
等
延
引
、
往
還
筋
故
旅
人
怪
我
等
有
之

候
而
者
境
内
之
儀
ニ
候
得
ハ
気
遣
ニ
奉
存
候
」
と
法
輪
寺
の
管
理
不
行
き

届
き
を
理
由
に
、
今
後
は
天
龍
寺
が
架
橋
も
し
く
は
舟
渡
し
を
営
ん
で
大

井
川
の
渡
河
に
滞
り
な
い
よ
う
す
る
旨
言
上
し
て
、
法
輪
寺
の
架
橋
願
を

退
け
る
よ
う
願
い
出
る
。
結
局
、
翌
九
月
に
町
奉
行
所
は
法
輪
寺
の
架
橋

願
を
退
け
る
裁
定
を
下
し
、
天
龍
寺
は
架
橋
せ
ず
に
舟
渡
し
を
営
む
こ
と

に
な
る（

（（
（

。

　

こ
の
と
き
、
京
都
町
奉
行
所
が
天
龍
寺
の
大
井
川
渡
河
に
係
る
支
配
権

を
認
め
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
天
和
三
年
の
架
橋
以
前
や
橋
の
架
か
っ
て

い
な
い
期
間
に
天
龍
寺
が
舟
渡
し
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
先
例
が
あ
っ
た

た
め
と
推
考
さ
れ
る（

（（
（

。
大
井
川
の
舟
渡
し
は
、
橋
が
架
か
っ
て
い
な
い
期

間
あ
る
い
は
修
復
中
の
期
間
に
、
天
龍
寺
が
門
前
の
三
軒
屋
を
中
心
と
す

る
船
頭
仲
間
に
渡
船
を
貸
し
与
え
運
営
さ
せ
た（

（（
（

。
享
保
六
年
の
架
橋
を
め

ぐ
る
紛
争
の
最
中
、
八
月
二
七
日
に
西
町
奉
行
の
尋
問
に
応
じ
て
天
龍
寺

が
差
し
出
し
た
口
上
覚
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る（

（（
（

。

				




口
上
之
覚

大
井
川
度
月
橋
之
儀
、
往
古
者
天
龍
寺
よ
り
橋
掛
申
候
、
其
後
凡
弐

百
年
程
船
渡
し
ニ
仕
来
候
処
、
天
和
三
年
法
輪
寺
よ
り
願
故
以
許
容

仮
橋
か
け
さ
せ
申
候
、
船
渡
之
儀
者
仮
橋
有
之
候
而
茂
境
内
之
百
姓

川
端
三
軒
屋
ニ
差
置
船
渡
申
付
候
、
渡
船
者
弐
艘
有
之
時
茂
御
座
候
、

只
今
ハ
壱
艘
有
之
候
、
尤
従　

御
公
儀
御
構
無
御
座
候
、
度
月
橋
ハ

天
龍
寺
十
境
之
内
ニ
而
御
座
候
、
以
上

				




丑
八
月
廿
七
日�

天
龍
寺
役
者　

禅
昌
院
（
ほ
か
一
名
）

				




御
奉
行
所

　

船
頭
仲
間
は
〈
表
３
〉
に
み
る
と
お
り
往
来
人
か
ら
常
水
時
一
人
に
つ

き
銭
三
文
の
舟
渡
賃
を
取
っ
て
舟
渡
し
を
営
ん
だ
。
往
来
人
の
う
ち
「
出

家
侍
」「
賃
銭
持
合
無
之
も
の
」
及
び
天
龍
寺
門
前
民
は
舟
渡
賃
が
免
除

さ
れ
た（

（（
（

。
ほ
か
に
同
寺
境
内
川
端
村
は
舟
渡
賃
と
し
て
半
季
ご
と
に
銭

五
〇
〇
文
を
ま
と
め
て
納
め
る
よ
う
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
船
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頭
仲
間
は
舟
渡
し
で
得
た
収
益
の
中
か
ら
天
龍
寺
へ
運
上
銀
（
銭
）
を
納

め
た
。
運
上
は
一
月
に
つ
き
銀
一
〇
匁
と
一
応
定
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
、
舟
渡
し
の
日
数
や
人
出
の
多
少
に
よ
り
変
わ
っ 

た（
（（
（

。
な
お
船
頭
仲
間
の
渡
世
に
つ
い
て
、
享
保
六
年
の
架
橋
相
論
で
町
奉

行
所
の
質
疑
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
天
龍
寺
は
口
上
覚
に
「
一
、
橋
有

之
船
渡
無
之
内
三
軒
船
頭
役
之
者
渡
世
難
儀
候
哉
之
儀
御
尋
被
遊
候
、
此

者
共
平
生
耕
作
相
兼
仕
候
得
者
さ
の
ミ
難
儀
仕
候
程
之
儀
者
無
御
座
候
」

と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
三
軒
屋
は
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
茶
屋
業
の
ほ

か
に
黒
木
屋
等
も
営
む
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
橋
が
架
け
ら
れ
て
舟
渡
し
が

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
「
渡
世
難
儀
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

二　

法
輪
寺
と
門
前
町
の
架
橋
願

　

舟
渡
し
の
間
、
法
輪
寺
の
参
詣
人
や
往
来
人
は
舟
渡
賃
を
払
い
大
井
川

を
渡
っ
た
。
し
か
し
、
橋
が
架
か
っ
て
い
る
時
と
比
べ
、
人
の
数
は
余
程

減
少
し
た
よ
う
で
あ
る
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
二
月
、
法
輪
寺
は
翌

三
月
一
三
日
か
ら
九
〇
日
間
の
開
帳
を
前
に
天
龍
寺
へ
架
橋
を
願
い
出
る
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
法
輪
寺
門
前
町
か
ら
天
龍
寺
へ
次
の
よ
う
な
嘆
願
書

が
差
し
出
さ
れ
る（

（（
（

。

法
輪
寺
門
前
者
往
古
よ
り
田
畑
山
林
無
御
座
、
居
屋
敷
斗
ニ
而
耕
作

茂
不
仕
、
虚
空
蔵
参
詣
人
并
五
畿
内
西
国
筋
愛
宕
道
之
茶
屋
ニ
而
渡

世
仕
来
候
、
然
所
ニ
去
丑
八
月
洪
水
ニ
而
大
井
川
橋
流
落
、
渡
船
ニ

罷
成
候
以
後
ハ
京
都
よ
り
虚
空
蔵
参
詣
人
茂
次
第
ニ
少
ク
、
別
而
女

并
子
供
渡
船
を
お
そ
れ
、
毎
月
之
縁
日
さ
へ
茶
給
候
者
無
御
座
迷
惑

仕
候
、
且
又
西
国
筋
愛
宕
道
者
并
道
中
駕
籠
迄
茂
渡
場
二
而
休
候
而

船
を
待
合
、
我
々
共
方
へ
者
立
寄
不
申
候
ニ
付
、
年
々
困
窮
仕
渡
世

ニ
は
な
れ
可
申
哉
与
歎
敷
奉
存
候

一
、
此
度
橋
之
儀
先
例
之
通
法
輪
寺
よ
り
挂
申
度
段
々
申
候
ニ
付
、

我
々
共
申
合
口
上
書
を
以
御
願
申
上
候
、
御
慈
悲
之
上
何
と
そ
橋
ニ

罷
成
候
様
ニ
被
遊
被
下
候
者
難
有
忝
可
奉
存
候
、
以
上

〈表３〉舟渡賃表

水　　位
舟　渡　賃

人（１人） 牛馬（１匹）

常水（４尺） ３文 ６文

５尺 ５文

６尺 10文

６尺５寸 15文

７尺 50文

７尺５寸 55文

８尺 60文

※正徳３年「船渡賃定」・享保６年「賃銭定札」・享
和３年「舟渡賃銭」より作成
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辰
二
月　
　
　
　
　
　

法
輪
寺
門
前　

茶
屋
惣
中

															















年
寄　

太
右
衛
門

				




天
龍
寺　

御
役
者
中
様　
其
方
共
家
業
不
勝
手
ニ
不

相
成
様
ニ
可
致
由
口
諭

　

法
輪
寺
の
門
前
町
は
〈
図
１
〉〈
図
２
〉
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
、
同

寺
の
建
つ
虚
空
蔵
山
の
山
裾
か
ら
渡
月
橋
の
橋
詰
辺
り
に
家
数
一
〇
軒
前

後
が
立
ち
並
ぶ
小
さ
な
集
落
で
あ
っ
た
。
門
前
町
の
人
口
は
、
法
輪
寺
文

書
「
言
上
諸
記
録
」（【
六
八
九
】）
に
よ
る
と
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

五
月
の
人
別
改
め
で
男
女
各
三
一
人
、
僧
三
人
の
計
六
五
人
を
数
え
る
。

ま
た
家
数
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
一
）
一
一
月
に
諸
国
巡

見
使
の
費
用
の
負
担
を
求
め
ら
れ
た
法
輪
寺
が
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た

口
上
書
に
「
法
輪
寺
門
前
之
儀
ハ
家
数
拾
軒
御
座
候
而
、
法
輪
寺
侍
役
三

人
相
勤
、
残
七
人
共
虚
空
蔵
参
詣
人
江
茶
を
売
渡
世
仕
候
儀
ニ
御
座
候
、

往
古
よ
り
法
輪
寺
境
内
ニ
田
地
壱
ケ
所
も
無
之
、
高
と
申
儀
無
御
座
候
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
法
輪
寺
文
書
【
五
三
】）。
実
際
に
門
前
町
の
周
囲

に
は
す
ぐ
に
天
龍
寺
領
と
松
尾
社
領
が
迫
り
「
田
畑
山
林
」
を
殆
ど
有
さ

な
か
っ
た
た
め
、
法
輪
寺
の
門
前
民
は
右
記
の
と
お
り
多
く
の
者
が
「
虚

空
蔵
参
詣
人
」
を
は
じ
め
と
す
る
往
来
人
を
目
当
て
に
茶
店
を
営
み
、
生

計
を
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
、
渡
月
橋
の
流
失
後
、
往
来
と

と
も
に
客
足
が
減
る
と
、
法
輪
寺
門
前
は
「
年
々
困
窮
」
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
『
智
福
山
例
月
収
納
物
并
米
出
納

勘
定
録
』（
以
下
、『
勘
定
録
』）〈
表
４
〉
に
よ
る
と
、
法
輪
寺
は
現
銀
収

入
の
殆
ど
を
参
詣
人
の
寄
進
と
門
前
町
の
地
子
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、

や
が
て
同
寺
の
財
政
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
参
詣
人
が
減

り
、
門
前
町
が
枯
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
的
基
盤
の
弱
小
な
法
輪
寺

に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

　

両
者
か
ら
の
切
願
を
受
け
、
享
保
九
年
三
月
に
は
天
龍
寺
が
自
前
で
臨

時
的
に
仮
橋
を
架
橋
し
、
法
輪
寺
の
開
帳
期
間
中
は
併
せ
て
舟
渡
し
も

行
っ
た
。『
年
中
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
架
橋
は
天
龍
寺
が
門

前
の
船
頭
仲
間
に
請
け
負
わ
せ
、
用
材
と
し
て
松
木
三
〇
本
、
五
寸
竹

二
一
五
本
、
入
用
銀
と
し
て
二
二
匁
三
分
五
厘
、
米
三
斗
二
升
五
合
が
掛

か
っ
た
と
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
架
橋
は
『
年
中
記
録
』
の
残
る

一
八
世
紀
以
降
に
天
龍
寺
が
自
ら
架
橋
し
た
唯
一
の
事
例
と
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
近
世
後
期
に
お
い
て
、
天
龍
寺
は
自
ら
架
橋
で
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
積
極
的
に

0

0

0

0

「
度
月
橋
」
を
架
け
る
意
図
を
も
た
な

か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
つ
に
は
大
井
川
の
度

重
な
る
出
水
に
耐
え
う
る
橋
を
維
持
す
る
経
済
的
な
困
難
も
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
が
、
な
に
よ
り
も
天
龍
寺
と
そ
の
門
前
町
、
境
内
諸
村
に
と
っ
て
、

法
輪
寺
と
そ
の
門
前
が
渇
望
す
る
ほ
ど
に
は
「
橋
」
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
年
の
天
龍
寺
に
よ
る
架
橋
は
あ
く
ま
で
間
に
合
わ
せ
だ
っ
た
よ
う
で
、

大
井
川
の
渡
河
手
段
は
間
も
な
く
舟
渡
し
に
戻
る
。
そ
し
て
享
保
一
二
年

以
降
、
橋
の
再
架
橋
を
め
ぐ
り
、
大
井
川
渡
河
の
支
配
権
を
譲
ら
な

い 　

 
舟
渡
し
を
営
む
天
龍
寺
と
、
架
橋
を
望
む
法
輪
寺
と
の
間
で
再
び
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相
論
が
も
ち
上
が
る
。
結
局
町
奉
行
所
や
金
地
院
ま
で
巻
き
込
ん
だ
末
、

享
保
一
六
年
に
よ
う
や
く
法
輪
寺
に
よ
る
架
橋
が
認
め
ら
れ
、
同
年
中
に

法
輪
寺
が
橋
を
造
営
す
る
。
こ
れ
以
降
、
渡
月
橋
の
管
理
運
営
は
、
先
述

し
た
仕
組
み
の
と
お
り
天
龍
寺
の
領
有
下
に
法
輪
寺
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

同
時
に
、
法
輪
寺
は
橋
が
破
損
流
失
し
た
際
は
速
や
か
に
修
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
一
二
月
、
度
重
な
る
修
復
費
出
に
疲
弊
し
た

法
輪
寺
は
天
龍
寺
へ
橋
の
通
行
銭
と
し
て
往
来
人
か
ら
一
人
に
つ
き
二
文

を
取
る
こ
と
を
願
い
出
る
。
そ
の
う
え
で
、
両
寺
は
申
し
合
わ
せ
て
町
奉

行
所
へ
橋
銭
の
取
り
立
て
を
願
い
出
、
聞
き
届
け
ら
れ
て
翌
年
か
ら
実
施

す
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
両
寺
間
で
法
輪
寺
が
天
龍
寺
へ
「
往
来
之
橋

銭
運
上
銀
」
と
し
て
毎
年
三
〇
〇
匁
を
納
め
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ 

た（
（（
（

。
橋
を
保
守
す
る
た
め
橋
銭
を
取
る
勧
進
橋
（
銭
取
橋
）
と
な
っ
た
渡

月
橋
も
元
文
五
年
以
来
三
年
連
続
し
て
流
失
し
、
つ
い
に
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
に
は
法
輪
寺
は
橋
の
修
復
を
「
不
勝
手
」
の
た
め
断
念
し

て
、
天
龍
寺
及
び
町
奉
行
所
へ
「
残
候
橋
杭
等
取
崩
」
を
申
し
出
る
。
そ

の
後
約
一
〇
年
間
、
大
井
川
の
渡
河
は
天
龍
寺
門
前
の
船
頭
仲
間
に
よ
り

舟
渡
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
一
二
月
に
至
り
、
法
輪
寺
は
「
仮
橋
」
の
新

造
を
願
い
出
、
天
龍
寺
及
び
町
奉
行
所
の
認
可
を
得
て
、
翌
宝
暦
二
年
三

月
三
日
か
ら
の
開
帳
に
間
に
合
わ
せ
て
架
橋
す
る
。
同
年
五
月
に
は
、
老

中
松
平
武
元
一
行
の
巡
見
に
先
立
ち
、
町
奉
行
所
は
天
龍
寺
及
び
法
輪
寺

へ
渡
月
橋
の
補
修
を
命
じ
る
。
こ
の
と
き
、
法
輪
寺
が
天
龍
寺
へ
断
り
な

く
町
奉
行
所
と
直
接
や
り
取
り
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
も
や
橋
の

管
理
に
つ
い
て
両
寺
の
間
に
争
論
が
生
じ
る
。
結
局
、
橋
往
来
の
早
期
再

開
を
願
っ
た
法
輪
寺
に
対
し
て
、
町
奉
行
所
は
「
度
月
橋
之
義
天
龍
寺
よ

り
修
覆
出
来
之
届
無
之
内
者
往
来
差
赦
事
難
相
成
候
」
と
し
、
天
龍
寺
の

管
理
権
が
再
確
認
さ
れ
る
形
と
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
後
、
法
輪
寺
は
天
龍
寺
及

び
町
奉
行
所
へ
願
い
出
、
宝
暦
二
年
か
ら
七
年
間
再
び
往
来
か
ら
橋
銭
を

取
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
降
、
橋
銭
の
取
り
立
て
は
期
間
が
満
了
す
る

ご
と
に
七
年
又
は
五
年
の
期
間
延
長
が
乞
わ
れ
、
幕
末
ま
で
連
続
的
に
行

わ
れ
る
。
同
時
に
、
法
輪
寺
は
橋
運
上
銀
を
毎
年
天
龍
寺
へ
が
納
め
る
こ

と
に
な
る
。

三　

橋
と
十
三
詣
り
の
広
が
り

　

宝
暦
二
年
に
再
び
架
橋
さ
れ
た
橋
に
つ
い
て
、
天
龍
寺
は
法
輪
寺
か
ら

届
出
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
法
輪
寺
に
よ
る
橋
の
管
理
に
ま
で
及
ん
で

監
督
を
行
っ
た
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
渡
月
橋
で
人
と
牛
が
転
落

す
る
事
故
が
起
き
、
法
輪
寺
へ
橋
の
補
強
を
要
求
し
た
例
を
は
じ
め
、

時
々
に
補
修
を
督
促
し
た
り
、
必
要
と
あ
れ
ば
補
修
が
済
む
ま
で
往
来
を

止
め
て
舟
渡
し
に
し
て
い
る
。
橋
の
補
修
用
の
土
芝
は
、
法
輪
寺
が
願
い

出
て
天
龍
寺
境
内
の
大
井
川
河
原
に
お
い
て
同
寺
役
人
立
会
の
も
と
に
採

取
し
た
。
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〈
表
２
〉
で
橋
の
補
修
の
時
期
に
注
目
す
る
と
、
も
っ
と
も
往
来
が
見

込
ま
れ
る
三
月
を
前
に
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
稿
に
述

べ
た
よ
う
に
、
宝
暦
年
間
以
降
、
春
の
嵐
山
に
は
法
輪
寺
の
開
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
日
切
茶
店
が
出
店
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
な
か
『
年

中
記
録
』
に
お
い
て
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
三
月
一
二
日
条
に
、

「
十
三
日
」
を
特
に
意
識

0

0

す
る
記
事
が
初
め
て
現
れ
る
。

十
二
日
、
京
茶
店
之
者
川
原
ニ
而
十
三
日
十
九
日
両
日
平
焼
仕
段
願

来
、
諸
老
へ
申
達
之
上
許
容

同
記
事
か
ら
、
一
三
日
と
一
九
日
の
両
日
は
特
に
京
都
市
中
の
「
茶
店
」

が
出
張
っ
て
来
て
営
業
す
る
ほ
ど
多
勢
の
人
出
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る（

（（
（

。
そ
の
後
安
永
六
年
三
月
六
日
条
に
は
や
は
り
「
十
三
日
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

六
日
、
度
月
橋
小
橋
之
儀
十
三
日
往
来
も
夥
敷
故
置
土
申
付

同
記
事
よ
り
、
天
龍
寺
が
「
十
三
日
」
に
見
込
ま
れ
る
夥
し
い
往
来
に
備

え
、
渡
月
橋
の
小
橋
の
補
強
を
命
じ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
ほ
か
に
安
永
八

年
三
月
一
二
日
に
は
、
嵯
峨
清
凉
寺
が
翌
一
三
日
と
一
九
日
の
両
日
中
、

橋
詰
で
「
二
王
門
勧
化
」
を
行
う
べ
く
天
龍
寺
へ
依
頼
し
た
記
録
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
安
永
年
間
以
降
、『
年
中
記
録
』
に
は
時
お
り

「
十
三
日
」
の
特
別
な
人
出
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
永
年
間
に
は
「
十
三
日
」
は
特
別
人
出
の
多
い

日
と
、
天
龍
寺
を
は
じ
め
近
辺
の
人
び
と
が
認
識
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
が
同
時
期
に
広
が
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
「
十
三
日
」
は
中
世
以
来
、
法
輪
寺
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵

菩
薩
の
縁
日
と
さ
れ
る（

（（
（

。『
年
中
記
録
』
に
お
い
て
も
、
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）
以
降
、
法
輪
寺
は
三
月
一
三
日
を
ま
た
い
で
度
々
開
帳
を

行
っ
て
い
る（

（（
（

。
前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
前
期
の
日
切
茶
店
は

お
も
に
寺
社
の
開
帳
・
縁
日
に
訪
れ
る
人
び
と
を
目
当
て
に
営
ま
れ
た
。

虚
空
蔵
菩
薩
が
一
三
才
の
子
ど
も
に
「
福
智
満
の
知
恵
」
を
授
け
る
と
い

う
信
仰
は
、
法
輪
寺
が
度
々
開
帳
を
行
う
な
か
で
次
第
に
人
び
と
の
間
に

広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
年
中
記
録
』
の

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
三
月
八
日
条
に
「
法
輪
寺
よ
り
例
年
之
通
会
日

前
橋
修
覆
出
来
届
持
参
」
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
沢
山
の
往
来
が
見
込

ま
れ
る
「
会
日
」
前
に
橋
を
補
修
す
る
こ
と
は
恒
例
と
な
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

法
輪
寺
文
書
に
伝
わ
る
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
『
勘
定
録
』〈
表

４
〉）
を
み
る
と
、
三
月
一
三
日
前
後
に
法
輪
寺
を
詣
で
た
人
び
と
が
ど

れ
ほ
ど
多
か
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
る
。『
勘
定
録
』
は
法
輪
寺
の
役
人
が

半
月
か
ら
一
ケ
月
ご
と
に
出
納
を
勘
定
し
て
同
寺
へ
報
告
し
た
記
録
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
の
『
勘
定
録
』
の
「
納
方
」（
収
入
）
に
お
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い
て
、
三
月
一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
は
日
ご
と

0

0

0

に
計
上
さ
れ
て
お
り
、

納
額
も
一
日
分
で
他
月
の
一
ケ
月
分
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
と
り
わ

け
一
三
日
分
に
計
上
さ
れ
た
「
御
さ
ん
物
」「
御
守
札
料
」
等
の
供
物
や

寄
進
は
桁
違
い
の
多
額
に
上
る
。
さ
ら
に
前
後
三
日
分
を
合
わ
せ
る
と
、

法
輪
寺
の
年
貢
等
を
除
く
「
収
納
物
」
歳
入
の
お
よ
そ
五
割
近
く
に
達
す

る
。
こ
の
よ
う
に
幕
末
ま
で
に
は
、
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
は
同
寺
の
最
も

大
き
な
収
入
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
『
勘
定
録
』
に
は
、

三
月
一
三
日
に
「
東
奉
行
息
女
」
の
「
御
副
物
」、
数
日
後
に
は
「
西
奉

行
息
女
」
か
ら
の
「
さ
ん
物
」
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
か
ら
赴
任
し

た
京
都
の
東
西
町
奉
行
に
齢
一
三
前
後
の
娘
が
い
た
の
か
確
認
で
き
な
い

が
、
十
三
詣
り
の
風
を
聞
き
及
ん
だ
両
奉
行
が
娘
の
智
福
を
祈
っ
て
詣
で

さ
せ
た
と
想
像
し
て
も
そ
う
的
は
ず
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
も

一
三
日
に
「
江
州
八
幡
」
の
者
の
供
物
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
輪
寺

の
十
三
詣
り
信
仰
は
幕
末
ま
で
に
京
都
周
辺
の
近
国
に
ま
で
広
が
り
を
み

せ
る
。

　

一
八
世
紀
後
期
、『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
風
景
を

生
み
出
し
た
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
の
広
が
り
の
背
景
と
し
て
、
三
月
一
三

日
前
後
が
ち
ょ
う
ど
嵐
山
の
花
盛
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

十
三
詣
り
に
嵐
山
の
麓
を
往
来
す
る
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
花
見
も
兼

ね
る
こ
と
と
な
り
、
前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
人
び
と
は
道
々
の
日
切
茶
店

で
憩
う
こ
と
が
で
き
た
。
逆
に
、
花
見
目
当
て
の
人
び
と
が
少
し
足
を
の

ば
し
て
法
輪
寺
へ
詣
で
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
も
か
く
、
宝

暦
二
年
か
ら
寛
政
一
二
年
ま
で
四
〇
年
余
の
間
、
橋
は
例
年
の
よ
う
に
流

失
と
修
復
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
中
断
な
く
架
け
続
け
ら
れ
、
参
詣
や
花

見
の
人
び
と
は
舟
渡
し
で
な
く
橋
を
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。

四　

橋
の
普
請
と
保
守

　

先
述
の
と
お
り
渡
月
橋
の
管
理
運
営
は
法
輪
寺
が
行
っ
た
が
、
実
際
の

橋
の
普
請
や
維
持
に
は
、
法
輪
寺
か
ら
請
け
負
っ
た
同
寺
の
門
前
衆
や
近

隣
村
の
者
ら
が
携
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
一
二

月
に
門
前
衆
が
法
輪
寺
へ
差
し
出
し
た
証
文
に
は
「
渡
月
橋
仮
土
橋
懸
ケ

候
儀
先
達
而
私
共
請
負
仕
度
御
願
申
上
候
而
、
宝
暦
十
四
年
申
正
月
よ
り

今
子
極
月
迄
御
請
負
仕
、
則
年
季
今
年
ニ
而
相
済
申
候
ニ
付
、
右
橋
最
初

御
約
束
之
通
指
上
申
候
」
と
み
え
る（

（（
（

。
同
証
文
か
ら
推
し
測
る
と
、「
仮

土
橋
」
の
架
橋
普
請
を
請
け
負
っ
た
門
前
衆
は
宝
暦
一
四
年
（
明
和
元

年
）
正
月
か
ら
五
年
間
の
年
限
で
橋
の
保
守
と
運
営 　

 

橋
銭
の
取
り
立

て 　

 

を
任
さ
れ
、
そ
の
間
の
橋
銭
を
収
入
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
証
文
に
よ
れ
ば
、
門
前
衆
は
年
限
が
済
め
ば
法
輪
寺
へ
橋
を
返
上

し
た
う
え
銀
一
五
〇
匁
を
納
め
る
「
御
約
束
」
を
交
わ
し
て
い
た
。
法
輪

寺
文
書
に
は
ほ
か
に
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
同
事
例
が
橋
普
請
の

典
型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
法
輪
寺
が

行
っ
た
橋
の
管
理
運
営
に
お
い
て
、
橋
の
普
請
や
保
守
に
何
ら
か
の
形
で

同
寺
の
門
前
衆
が
携
わ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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〈表４〉『智福山例月収納物并米出納勘定録』にみる法輪寺の「収納物」歳入

（弘化４年12月16日～嘉永元年12月24日）

会計期間

項目 勘　定　額 勘定科目 納 入 人 備　　考

12月16日～１月14日納方

内訳
銭3173文 御さん物

銭2250文 度月橋 12月16日～１月13日分

合計 銭7186文、金２朱、銀13匁２分

１月14日～２月14日納方

内訳

銭1928文 御さん物 １月14日～２月４日分

銭2075文 度月橋 １月14日～２月３日分

銭1530文 御さん物 ２月４日～ 13日分

銭96□文 度月橋 ２月４日～ 13日分

合計 銭7955文、銀６匁

２月14日～ 30日納方

内訳

銭1240文 御さん物 ２月14日～ 26日分

銭1473文 度月橋 ２月14日～ 25日分

銭2500文 度月橋 川端村 昨弘化４年下半期分

銭392文 度月橋 ２月26日～ 29日分

合計 銭6786文

〈２月30日～３月11日納方〉抜粋

内訳
銭3827文 御さん物

銭536文 度月橋 ２月30日～３月３日分

合計 銭5721文

〈３月12日納方〉抜粋

内訳

銭11469文 御さん物

銭3212文 御守料

銀３匁 御膳料 芝茂左衛門ほか（西町奉行所同心）

合計 銭18367文、銀３匁

〈３月13日納方〉抜粋

内訳

銭55115文 御さん物

銭22000文 御守料

銭4600文 御膳料 46人

銀７匁５厘 御膳料 ４人

銭400文、金２朱 当申年中御膳料 伊賀屋宇兵衛

金２朱 御福物 ツ□タ伊兵衛 江州八幡

金２朱 御福物 東奉行息女 伊奈遠江守忠告息女

合計 銭89415文、金１歩２朱、銀７匁５厘

〈３月14日納方〉抜粋

内訳 銭7583文 御さん物并外箱共

合計 銭10530文
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会計期間

項目 勘　定　額 勘定科目 納 入 人 備　　考

〈３月15日納方〉抜粋

内訳 銭1947文 御さん物

合計 銭3571文

〈３月16日～ 25日納方〉抜粋

内訳

銭9467文 御さん物

金２朱 伏見宮様御備 伏見宮

銀３匁５分 西奉行息女さん物 西奉行息女 水野下総守重明息女

合計 銭13994文、金２朱、銀３匁５分

〈３月25日～ 29日納方〉抜粋

内訳 銭1902文 御さん物

合計 銭2691文

〈３月29日～５月３日納方〉抜粋

内訳

銭4065文 御さん物 ３月29日～４月14日

銭2712文 御さん物 ４月14日～５月３日

銭3037文 度月橋 ４月15日～５月２日分

合計 銭13750文

〈５月３日～５月30日納方〉抜粋

内訳

銭1357文 御さん物 ５月３日～ 14日分

銭891文 度月橋 ５月２日～ 13日分

銭2624文 御さん物 ５月14日～ 30日分

銭4413文 度月橋 ５月14日～ 29日分

合計 銭11582文

〈５月30日～６月14日納方〉抜粋

内訳
銭3080文 御さん物

銭3010文 度月橋 ５月13日～６月13日分

合計 銭6684文

〈６月15日～７月14日納方〉抜粋

内訳
銭2588文 御さん物

銭2891文 度月橋 ６月14日～７月９日分

合計 銭5819文

〈７月14日～７月30日納方〉抜粋

内訳
銭1116文 御さん物

銭1323文 度月橋 ７月10日～ 29日分

合計 銭2819文

〈７月30日～８月29日納方〉抜粋

内訳
銭1726文 御さん物

銭844文 度月橋 ７月30日～８月12日分
※８月13日度月橋流失

合計 銭3294文
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会計期間

項目 勘　定　額 勘定科目 納 入 人 備　　考

〈８月29日～ 10月２日納方〉抜粋

内訳 銭1557文 御さん物

合計 銭2792文、銀２匁

〈10月２日～ 11月２日納方〉抜粋

内訳 銭2015文 御さん物

合計 銭2662文

〈11月２日～ 12月２日納方〉抜粋

内訳 銭1720文 御さん物

合計 銭2374文

〈12月２日～ 24日納方〉抜粋

内訳 銭1043文 御さん物

銭1092文 度月橋 12月８日～ 12月23日分

合計 銭2776文

年間勘定額

総計 銭245,977文、金２歩２朱、銀34匁７分５厘

※１　各会計期間は原則として期末に法輪寺役人の署名があるものを一期間として区分した。但し、３月12、
13、14、15日については、各日ごとに区分した（役人の署名はないが、各日ごとに収納額が計上されてい
るため。）。

※２　「合計」欄には、各会計期間ごとの合計を史料上の金額で記載した。但し、なかには、内訳を足し合わせ
た額と一致しない（数文から数十文程度）例がみられる。

※３　法輪寺文書「弘化五申年（嘉永元年）智福山例月収納物并米出納勘定録」（【六六九】）より作成

※１　金銭相場は金１両＝銀63.75匁＝銭6,375文で換算した（『新稿両替年代記関鍵』）。
※２　「渡月橋（橋銭）」には３月４日～４月15日分（委託期間）、８月13日～ 12月７日分（流失期間）は含まな

い。
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こ
の
ほ
か
に
、
大
井
川
（
上
流
は
保
津
川
、
下
流
は
桂
川
）
の
出
水
に

よ
る
橋
の
破
損
流
失
は
、
流
水
そ
の
も
の
よ
り
む
し
ろ
流
木
材
に
よ
る
被

害
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
法
輪
寺
は
時
々
に
大
井
川
の
橋
脚
周
り
に
筏
除

杭
を
打
ち
込
む
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
筏
除
の
杭
木
と
打
ち
込
み

に
掛
か
る
入
用
は
、
七
割
を
上
流
の
筏
荷
主
（
山
城
・
丹
波
材
木
商
人
）

が
、
三
割
を
三
ケ
所
（
嵯
峨
・
梅
津
・
桂
）
材
木
屋
仲
間
が
寄
進
す
る
取

り
決
め
に
な
っ
て
い
た
。
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
法
輪
寺
文
書
に

よ
れ
ば
、
法
輪
寺
は
「
筏
杭
木
代
并
打
込
仕
立
手
間
入
用
銀
」
と
し
て
銀

四
六
七
匁
余
を
受
け
取
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
橋
の
日
常
の
保
守
運
営
に
は
、
法
輪
寺
に
雇
わ
れ
た
「
橋
番
」

と
「
橋
番
下
部
」
二
名
が
携
わ
っ
て
い
た
。
嘉
永
元
年
の
『
勘
定
録
』
の

「
出
方
」（
支
出
）
に
は
、「
橋
番
給
」
と
し
て
半
期
に
金
二
歩
、
流
失
期

間
を
除
く
月
に
「
橋
番
下
部
米
料
」
と
し
て
銭
五
〇
〇
～
六
〇
〇
文
、
同

じ
く
「
橋
番
下
部
」
へ
四
半
期
ご
と
に
米
五
斗
、
冬
季
に
は
「
橋
番
た
と

ん
代
」
と
し
て
銭
六
〇
〇
文
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
渡

月
橋
に
は
橋
番
人
が
橋
詰
の
番
小
屋
な
ど
に
詰
め
、
掃
除
や
見
回
り
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
通
行
銭
の
取
り
立
て
を
行
っ
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
。

　

同
『
勘
定
録
』〈
表
４
〉
に
よ
れ
ば
、
橋
の
往
来
人
か
ら
取
ら
れ
た
橋

銭
は
三
月
分
を
除
い
て
法
輪
寺
の
毎
月
の
収
入
の
一
部
と
し
て
計
上
さ
れ

て
い
る
。『
勘
定
録
』
に
橋
銭
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
三
月
初
旬
か

ら
四
月
中
旬
に
か
け
て
は
、〈
花
の
嵐
山
〉
の
最
中
で
あ
る
と
と
も
に
、

三
月
一
三
日
前
後
の
十
三
詣
り
で
も
っ
と
も
往
来
人
の
多
い
時
期
に
当
た

る
。
嘉
永
四
年
三
月
の
「
御
請
書
」
に
よ
る
と
、
法
輪
寺
は
こ
の
間
の
橋

銭
徴
収
を
別
に
請
け
負
わ
せ
て
い
た
（
法
輪
寺
文
書
【
三
二
八
】）。

				




御
請
書

一
、
此
度
度
月
橋
橋
銭
御
請
負
之
儀
、
当
九
日
よ
り
四
月
九
日
迄
日

数
三
十
日
之
間
私
共
へ
被
為
仰
付
、
則
為
御
請
負
料
金
拾
三
両
三

歩
弐
朱
ト
銭
七
百
文
上
納
仕
候
、
右
日
限
中
被
為　

仰
渡
候
条
々

一
、
御
室
御
所
、
嵯
峨
御
所
御
門
前
、
并
太
秦
御
山
内
、
天
龍
寺
山

内
門
前
是
等
無
銭
之
事

一
、
出
家
帯
刀
人
無
銭
之
事

一
、
喧
嘩
口
論
諸
勝
負
事
決
而
仕
間
敷
候
事

右
之
条
々
被　

仰
渡
奉
畏
入
候
、
尤
右
橋
銭
御
請
負
日
数
相
済
候
上

日
延
等
之
儀
御
願
申
上
間
敷
候
、
依
奉
差
上
候
御
請
書
如
件

			



嘉
永
四
亥
年
三
月
九
日

�

太
秦
市
川
村　

請
負
人　

清
左
衛
門
（
印
）

			



法
輪
寺
様　

御
役
人
中
様

同
請
書
の
と
お
り
、
法
輪
寺
は
も
っ
と
も
人
出
が
見
込
ま
れ
る 　

 

も
っ

と
も
収
益
の
上
が
る 　

 

三
月
の
一
ケ
月
間
に
限
り
、
請
負
料
と
し
て
金

一
三
両
余
を
上
納
さ
せ
る
代
わ
り
に
橋
銭
の
徴
収
を
委
譲
し
た
。
同
様
の

請
書
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
嘉
永
五
年
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
で
請
負
人
と
な
っ
た
の
は
、
太
秦
市
川
村
や
上
山
田
村
な
ど
近
隣
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村
の
ほ
か
法
輪
寺
門
前
の
者
た
ち
で
あ
る（

（（
（

。
嘉
永
四
年
の
三
月
九
日
か
ら

三
〇
日
間
の
橋
銭
請
負
で
、
請
負
人
が
法
輪
寺
へ
納
め
た
請
負
料
金
一
三

両
三
歩
二
朱
と
銭
七
〇
〇
文
は
、
銭
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
八
九
貫

二
八
六
文
に
相
当
す
る（

（（
（

。
単
純
に
当
時
の
橋
銭
一
人
に
つ
き
三
文
で
割
る

と
二
万
九
千
七
百
六
十
二
人
分
で
、
こ
れ
に
「
無
銭
」
の
者
も
加
え
る
と
、

少
な
く
と
も
三
万
人
以
上
の
往
来
が
な
け
れ
ば
割
り
に
合
わ
な
い
計
算
に

な
る（

（（
（

。

五　

享
和
年
間
の
中
断
と
再
架
橋

　

十
三
詣
り
の
広
が
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
政
年
間
ま
で
に
、
法
輪
寺

の
財
政
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
秘
仏
異
宝
の
開
帳

を
一
〇
年
と
空
け
ず
に
し
ば
し
ば
催
し
た
の
も
そ
の
証
拠
の
一
つ
と
言
え

る（
（（
（

。
ま
た
、
渡
月
橋
の
修
復
費
用
も
法
輪
寺
の
重
荷
と
な
っ
て
い
た
。
天

明
二
年
（
一
七
八
二
）
八
月
に
修
復
し
た
ば
か
り
の
橋
が
翌
日
に
流
失
し

た
例
に
も
み
る
よ
う
に
、
渡
月
橋
は
大
井
川
の
出
水
に
よ
り
度
々
破
損
流

失
し
、
川
幅
も
段
々
と
広
が
っ
て
修
復
費
用
は
嵩
む
一
方
だ
っ
た
。
寛
政

五
年
（
一
七
九
三
）
一
二
月
、
こ
う
し
た
状
況
に
堪
ら
ず
、
法
輪
寺
は
天

龍
寺
と
町
奉
行
所
へ
橋
銭
の
増
額
を
願
い
出
る（

（（
（

。
口
上
書
に
よ
れ
ば
、
法

輪
寺
は
打
ち
続
く
洪
水
と
川
幅
の
拡
張
に
よ
り
修
復
に
要
す
る
費
用
が
嵩

む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
宝
暦
年
間
に
比
べ
て
銭
価
が
下
が
っ
た
こ
と
を

理
由
に
、
相
対
橋
銭
を
一
人
に
つ
き
二
文
か
ら
三
文
に
増
し
た
い
と
嘆
願

し
た
。
し
か
し
、
同
願
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

『
年
中
記
録
』
に
は
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
法
輪
寺
文
書
に
も

記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。
併
せ
て
、
こ
れ
よ
り
後
享
和
三
年
に
橋
銭
が
増

額
さ
れ
る
際
の
や
り
取
り
か
ら
も
、
寛
政
五
年
の
橋
銭
増
額
願
に
つ
い
て

は
、
町
奉
行
所
の
認
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。
一
方

で
、
法
輪
寺
が
天
龍
寺
へ
納
め
る
べ
き
橋
運
上
銀
は
、
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
ま
で
に
年
間
三
〇
〇
匁
か
ら
三
五
〇
匁
に
増
額
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
寛
政
九
・
一
〇
年
に
は
大
破
し
た
諸
堂
修
復
の
た
め
、
先
例

に
よ
り
勧
化
綸
旨
が
下
さ
れ
た
が
、
法
輪
寺
は
自
前
で
は
諸
国
を
巡
行
す

る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、
町
奉
行
所
へ
訴
願
し
て
京
都
・
大
坂
・
江

戸
を
は
じ
め
諸
国
か
ら
勧
化
を
募
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
間
も
橋
が
維
持
さ
れ
た
の
は
、
法
輪
寺
と
門
前
民
に
と
っ
て
、
渡

月
橋
を
渡
っ
て
参
拝
す
る
人
び
と
の
存
在 　

 

彼
ら
が
落
と
し
て
ゆ
く
金

銭 　

 

が
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
前
稿
で
述
べ
た
〈
花

の
嵐
山
〉
の
に
ぎ
わ
い
も
加
わ
り
、
橋
を
往
来
す
る
人
び
と
は
増
え
た
で

あ
ろ
う
一
方
で
、
法
輪
寺
の
財
政
難
は
参
拝
人
を
渡
す
た
め
の
橋
さ
え
維

持
で
き
な
い
ま
で
に
深
刻
化
し
て
い
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
夏
、

つ
い
に
法
輪
寺
は
宝
暦
二
年
以
来
五
〇
年
の
間
架
け
続
け
た
渡
月
橋
の
保

持
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。
同
年
一
〇
月
、
法
輪
寺
と
天
龍
寺
と
の
間
で
、

以
後
当
分
は
舟
渡
し
と
す
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
、
両
寺
は
次
の
と
お

り
西
町
奉
行
所
へ
届
け
出
た（

（（
（

。
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口
上
覚

一
、
天
龍
寺
境
内
大
井
川
度
月
橋
仮
土
橋
、
当
春
以
来
度
々
之
洪
水

ニ
而
流
失
仕
候
処
、
早
速
修
覆
可
仕
与
奉
存
候
得
共
、
貧
寺
ニ
而

修
覆
難
及
自
力
迷
惑
仕
候
、
右
橋
去
ル
未
年
よ
り
来
亥
年
迄
五
ケ

年
之
間
年
限
中
ニ
御
座
候
得
共
、
右
仮
橋
懸
直
之
儀
当
分
出
来
不

申
候
ニ
付
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
、
尤
右
之
段
天
龍
寺
江
茂
断
申

入
承
知
ニ
御
座
候
、
往
来
中
之
儀
者
右
寺
よ
り
先
例
之
渡
船
差
出

被
置
候
得
者
、
一
切
差
支
之
儀
無
御
座
候
間
、
此
段
御
聞
届
被
成

下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

					





享
和
元
年
酉
十
月

�

嵯
峨　

法
輪
寺
役
人　

馬
渕
太
右
衛
門

				




御
奉
行
所

					





口
上
覚

一
、
当
寺
境
内
大
井
川
度
月
橋
仮
土
橋
、
法
輪
寺
よ
り
奉
願
ニ
付
、

従
先
年
御
届
申
上
年
限
を
以
為
掛
置
候
処
、
当
夏
洪
水
ニ
而
流
失

仕
候
故
、
当
寺
よ
り
渡
船
差
出
置
申
候
、
依
之
右
年
限
中
急
々
仮

土
橋
被
掛
候
様
申
入
候
得
共
、
貧
寺
ニ
而
此
節
被
掛
か
た
き
段
断

被
申
候
ニ
付
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
、
尤
於
当
寺
別
条
無
御

座
候
間
、
法
輪
寺
よ
り
御
願
申
上
候
通
御
聞
届
被
成
下
候
様
仕
度

奉
存
候
、
往
来
之
儀
者
差
支
無
之
様
前
々
之
通
当
寺
よ
り
渡
船
申

付
置
候
、
以
上

					





酉
十
月　
　
　
　
　
　
　

天
龍
寺
役
人　

芹
川
恵
旦
印

				




御
奉
行
所

二
通
の
口
上
書
の
う
ち
前
者
に
お
い
て
、
法
輪
寺
は
寛
政
一
一
年
か
ら
五

年
間
許
さ
れ
た
橋
銭
取
立
の
年
限
半
ば
で
は
あ
る
が
、
経
済
的
困
難
の
た

め
「
当
分

0

0

」
の
間
橋
を
架
け
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
旨
断
っ
て
い
る（

（（
（

。
一

方
、
後
者
に
お
い
て
は
、
天
龍
寺
は
年
限
中
で
も
あ
り
法
輪
寺
へ
対
し
架

橋
を
促
し
た
が
、
法
輪
寺
は
困
難
の
旨
断
っ
て
き
た
と
述
べ
た
上
で
、
天

龍
寺
と
し
て
は
「
前
々
之
通
」
舟
渡
し
で
も
別
条
は
な
い
と
言
明
す
る
。

こ
こ
に
も
両
者
の
橋
へ
対
す
る
思
惑
の
齟
齬
が
透
け
て
み
え
る
が
、
二
通

の
口
上
書
で
、
今
後
の
「
往
来
（
中
）
之
儀
」
に
つ
い
て
は
両
寺
が
一
致

共
通
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
井
川
の
渡
河
に
つ
い
て
、
両
寺

が
領
有
す
る
者
或
い
は
管
理
す
る
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
公
儀

（
公
共
）
に
対
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
も

か
く
、
両
寺
は
人
び
と
の
往
来
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
手
立
て
す
れ
ば
、

町
奉
行
所
に
当
然
認
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
一
件
を
担
当
し
た
西
町
奉
行
所 　

 

目
付
方
与
力
棚
橋

友
之
進
は
難
色
を
示
す
。『
年
中
記
録
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

廿
四
日
、
西
庁
よ
り
呼
来
ニ
付
、
法
輪
寺
役
人
同
道
ニ
而
出
庁
、
棚

橋
氏
出
会
、
先
日
被
差
出
候
書
付
之
趣
相
伺
候
処
、
先
日
茂
得
御
意

候
通
、
御
役
所
よ
り
申
付
為
掛
候
儀
ニ
而
者
無
之
、
法
輪
寺
よ
り
願
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候
而
相
掛
候
儀
故
、
不
被
聞
届
与
申
義
ニ
而
者
無
之
候
得
共
、
先
所

之
名
物
与
申
、
中
絶
候
得
者
後
々
者
跡
形
も
無
之
名
斗
ニ
相
成
、
法

輪
寺
者
勿
論
天
龍
寺
并
所
迄
も
無
景
ニ
相
成
、
殊
ニ
又
宝
暦
弐
よ
り

中
絶
無
之
橋
銭
之
儀
も
、
連
続
ニ
而
願
茂
聞
届
有
之
候
事
、
中
絶
ニ

及
候
得
者
後
々
改
而
被
相
掛
度
節
、
願
ニ
付
橋
者
許
容
も
有
之
候
而

も
橋
銭
之
儀
者
先
例
之
通
不
出
来
も
難
計
被
存
候
間
、
得
与
勘
弁
も

有
之
度
存
候
、
今
一
応
罷
帰
り
院
主
へ
も
得
与
被
申
入
候
而
可
被
申

出
候
、
天
龍
寺
ニ
お
ゐ
て
も
尚
又
法
輪
寺
へ
得
与
被
申
聞
勘
弁
有
之

度
候
、
併
、
弥
中
絶
ニ
候
ハ
ヽ
書
付
も
認
替
候
積
り
ニ
而
又
々
可
被

申
聞
候
、
此
段
頭
茂
今
一
応
申
聞
候
様
被
申
付
候
故
、
態
々
此
段
申

候
旨
也
（
後
略
）

右
記
録
に
よ
れ
ば
、
町
奉
行
曲
淵
景
露
の
意
を
呈
し
た
棚
橋
与
力
は
「
公

儀
橋
に
あ
ら
ず
、
法
輪
寺
が
願
い
出
て
架
橋
し
て
い
る
橋
に
つ
い
て
、
町

奉
行
所
が
許
認
可
し
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、

橋
の
存
続
を
求
め
て
い
る
。
棚
橋
与
力
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
渡
月
橋
と

い
う
「
所
之
名
物
」
が
中
絶
す
れ
ば
、「
後
々
者
跡
形
も
無
之
名
斗
」
と

な
り
、「
法
輪
寺
者
勿
論
天
龍
寺
并
所
」
ま
で
「
無
景
」
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危
惧
を
挙
げ
る
。
つ
い
で
宝
暦
二
年
以
来
存
続
し
て
い
た
架
橋

が
中
絶
に
及
ん
で
は
、
以
後
橋
銭
の
取
り
立
て
は
先
例
通
り
容
認
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
暗
に
牽
制
し
た
上
で
、
両
寺
に
「
勘
弁
」
を
促
し
て

い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
町
奉
行
所
が
当
時
の
渡
月
橋
を
名
ば
か
り
で
な

0

0

0

0

0

0

い0

「
所
之
名
物
」
と
認
識
し
、
同
橋
が
な
く
な
っ
て
は
法
輪
寺
は
も
ち
ろ

ん
天
龍
寺
や
「
所
」
ま
で
「
無
景
」
に
な
る
と
危
ぶ
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
「
所
」
が
嵐
山
と
い
う
名
所
空
間
を
指
す
こ
と
は
間
違

い
な
い（

（（
（

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
花
の
嵐
山
の
麓
、
大
井
川

の
渡
月
橋
を
花
見
の
人
び
と
や
十
三
詣
り
の
親
子
連
れ
が
繁
く
往
き
来
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
当
然
町
奉
行
所
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
京
都
町
奉
行
所
は
橋
を
交
通
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く

「
所
之
名
物
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
保
全
す
る

と
い
う
動
機
ば
か
り
が
理
由
で
は
な
い
に
せ
よ
、
橋
の
存
続
を
求
め
、
結

果
と
し
て
は
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。
こ
の
一
例
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、

京
都
町
奉
行
所
が
名
所
の
景
観
保
全
に
つ
い
て
高
い
意
識
を
持
っ
て
い
た

と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
背
景
と
し
て
、
世
間
の
人
び
と 　

 

と

く
に
嵐
山
を
訪
れ
る
人
び
と
が
橋
を
嵐
山
の
「
名
物
」
と
認
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
期
は
、
前
稿
に
述

べ
た
よ
う
に
、
花
の
嵐
山
に
出
店
さ
れ
た
日
切
茶
店
が
最
も
に
ぎ
わ
う
時

期
に
も
当
た
る
た
め
、
な
お
更
そ
う
考
え
ら
れ
る
。

　

京
都
町
奉
行
所
に
よ
る
説
諭

0

0

の
結
果
、
法
輪
寺
は
「
何
卒
急
々
工
面
仕
、

相
掛
可
申
奉
存
候
」
と
急
ぎ
再
架
橋
に
手
当
て
す
る
こ
と
を
約
し
、
天
龍

寺
も
こ
れ
に
協
力
す
る 　

 

協
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の

証
と
し
て
、
同
年
の
橋
運
上
銀
は
名
目
は
三
五
〇
匁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、

代
わ
り
に
天
龍
寺
が
法
輪
寺
へ
銀
一
五
〇
匁
を
助
成
し
、
実
質
的
に
は
減

免
さ
れ
た（

（（
（

。
以
下
、
再
架
橋
ま
で
の
記
録
を
挙
げ
る
と
、
享
和
二
年
七
月
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一
一
日
に
同
地
を
訪
れ
た
滝
沢
馬
琴
は
、『
羇
旅
漫
録
』
に
「
嵐
山
に
遊

び
侍
り
、
渡
月
橋
も
近
日
の
洪
水
に
お
い
て
、
川
上
七
、八
町
ま
は
り
て

渡
し
舟
あ
り
。」
と
書
き
残
し
て
い
る（

（（
（

。
翌
享
和
三
年
に
は
、
閏
一
月
の

老
中
、
二
月
の
所
司
代
に
よ
る
巡
見
触
に
渡
月
橋
が
予
定
地
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
架
橋
さ
れ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い（

（（
（

。
同
年
三
月
に
は
法

輪
寺
の
開
帳
が
催
さ
れ
た
が
、
天
龍
寺
は
こ
の
間
の
渡
船
運
上
を
船
頭
仲

間
へ
求
め
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
享
和
三
年
二
月
末
以
降
、
法
輪
寺
は
渡
月

橋
を
保
持
す
る
た
め
天
龍
寺
及
び
町
奉
行
所
へ
橋
銭
の
増
額
を
嘆
願
す
る
。

同
願
を
受
け
、
町
奉
行
所
は
天
龍
寺
へ
舟
渡
し
時
の
船
賃
（
常
水
時
一
人

三
文
、
牛
馬
六
文
）
を
問
い
尋
ね
、
さ
ら
に
同
寺
の
門
前
町
及
び
境
内
川

端
村
か
ら
橋
銭
の
増
額
に
つ
い
て
請
書
を
提
出
さ
せ
る（

（（
（

。
橋
銭
増
額
の
環

境
が
調
え
ら
れ
た
上
で
、
同
年
一
二
月
初
め
、
法
輪
寺
と
天
龍
寺
は
町
奉

行
所
へ
渡
月
橋
の
造
作
を
願
い
出
、
年
の
暮
れ
に
は
同
橋
の
竣
成
を
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
年
明
け
よ
り
、
橋
銭
一
人
三
文
、
牛
馬
六
文
が
取

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
渡
月
橋
は
、
そ
の
後
も
流
失
と
修
復
を
繰
り
返
し

な
が
ら
幕
末
ま
で
中
断
な
く
架
け
続
け
ら
れ
、
数
多
く
の
人
び
と
を
渡
す

こ
と
に
な
る
。

六　

幕
末
の
渡
月
橋

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
渡
月
橋
は
三
た
び
中
断
の
危
機
を
み
る
。

七
月
ま
で
の
旱
天
に
違
い
、
八
月
八
日
の
出
水
で
落
橋
す
る
と
、
同
月

二
八
日
に
は
、
天
龍
寺
は
法
輪
寺
へ
対
し
「
遠
忌
（
夢
窓
疎
石
五
百

年
遠
忌
法
事

）
前
見
苦
敷
、

且
不
弁
候
間
」（（　

）
は
筆
者
註
）
と
い
う
理
由
で
修
復
を
急
が
せ
る
。

そ
の
矢
先
、
翌
九
月
に
「
百
年
已
来
之
満
水
」
に
見
舞
わ
れ
、「
度
月
橋

残
之
分
小
橋
共
悉
皆
流
失
」
し
て
し
ま
う
。
こ
の
結
果
、
法
輪
寺
は
ま
た

し
て
も
当
分
再
架
橋
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、
間
も
な
く
同
年
一
一
月
に
、
法
輪
寺
の
門
前
町
が
同
寺
へ
次
の

と
お
り
嘆
願
書
を
差
し
出
し
、
渡
月
橋
の
新
調
を
申
し
出
る
（
法
輪
寺
文

書
【
三
四
五
】）。

					





奉
願
口
上
書

度
月
橋
去
月
落
橋
仕
、
其
後
渡
舟
ニ
而
者
参
詣
人
茂
薄
ク
、
且
御
門

前
其
外
往
来
之
輩
誠
難
渋
仕
候
ニ
付
、
御
新
造
御
催
之
儀
奉
伺
候
処
、

近
年
打
続
流
失
仕
多
分
御
物
入
ニ
而
当
時
御
見
合
ニ
可
相
成
御
沙
汰
、

恐
入
御
尤
之
御
儀
ニ
奉
存
候
、
其
上
押
而
奉
願
候
儀
恐
痛
仕
候
得
共
、

何
分
御
門
前
之
者
共
ハ
勿
論
参
詣
人
其
外
近
村
之
者
共
日
々
難
渋
仕

候
ニ
付
、
御
門
前
一
同
種
々
示
談
仕
候
而
、
今
度
私
共
御
引
請
申
上
、

金
子
三
拾
両
御
下
ケ
被
成
下
、
且
例
年
福
引
御
催
之
処
明
亥
年
分
為

御
冥
加
銭
拾
貫
文
相
納
、
私
共
へ
御
任
セ
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
右
等
之

余
勢
且
仕
来
り
勧
化
手
広
ニ
致
シ
助
力
を
専
ら
ニ
仕
候
而
、
御
橋
大

小
ニ
而
凡
九
拾
間
、
当
年
中
ニ
成
丈
ケ
念
入
御
為
方
ニ
相
成
候
様
仕

立
普
請
可
仕
候
間
、
何
卒
願
之
通
御
聞
届
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、

被　

仰
付
候
上
ハ
御
下
ケ
金
之
外
如
何
様
御
座
候
共
、
私
共
引
受
其



社会科学　79 号 58

余
御
失
脚
等
御
掛
ケ
申
間
敷
候
、
前
文
之
手
続
金
私
共
不
勝
手
渡
世

而
己
之
儀
ニ
而
茂
無
御
座
、
一
日
茂
早
ク
御
橋
出
来
通
行
人
在
之
候

ハ
ヽ
、
自
然　

御
本
尊
様
江
御
奉
公
ニ
茂
可
相
成
義
ニ
乍
恐
奉
存
歎

願
仕
候
、
右　

御
聞
届
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
一
同
難
有
可
奉
存
候
、
以

上

			



嘉
永
参
年
十
一
月
朔
日

御
門
前　

年
寄　
　

利
兵
衛
（
印
）

五
人
組　

宇
兵
衛
（
印
）

惣
代　
　

嘉
兵
衛
（
印
）（
ほ
か
２
名
）

				




法
輪
寺
様　

御
役
人
中
様

同
口
上
書
に
よ
れ
ば
、
法
輪
寺
門
前
町
は
「
金
子
三
拾
両
」
が
下
げ
渡
さ

れ
、
か
つ
「
福
引（

（（
（

」
の
開
催
を
請
け
負
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
引
き
受
け

て
渡
月
橋
を
新
造
す
る
旨
同
寺
へ
申
し
入
れ
た
。
同
口
上
書
に
お
い
て
、

門
前
町
は
橋
が
架
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
参
詣
人
を
目
当
て
に
生
計
を
立
て

る
門
前
民
の
暮
ら
し
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、「
近
村
之
者
共
」
に
と
っ

て
も
渡
河
手
段
が
失
わ
れ
「
日
々
難
渋
」
す
る
と
訴
え
、
再
び
架
橋
さ
れ

往
来
人
が
増
え
れ
ば
、
引
い
て
は
法
輪
寺
の
た
め
に
も
な
る
と
口
説
い
て

い
る
。
法
輪
寺
は
門
前
の
こ
の
申
し
出
を
即
刻
受
け
る（

（（
（

。『
年
中
記
録
』

に
よ
れ
ば
、
同
一
一
月
三
日
に
は
天
龍
寺
へ
、
翌
四
日
に
は
町
奉
行
所
へ

渡
月
橋
の
修
復
を
願
い
出
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
輪
寺
に
代
わ
っ
て
同
寺

門
前
衆
の
手
で
普
請
が
始
め
ら
れ
、
遅
く
と
も
翌
春
ま
で
に
は
完
成
、
再

び
渡
月
橋
が
架
橋
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
同
橋
も
度
々
破
損
し
、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
八
月
に
は
残
ら
ず
流
失
し
て
し
ま
う
が
、
同
年

中
に
は
架
け
直
さ
れ
た（

（（
（

。
同
安
政
二
年
の
流
失
直
前
の
六
月
一
五
日
、
母

と
と
も
に
嵐
山
に
遊
ん
だ
清
河
八
郎
は
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る

（『
西
遊
草（

（（
（

』）。

酒
肴
を
命
す
る
間
に
、
は
ゝ
は
奴
を
連
れ
渡
月
橋
を
越
、
虚
空
蔵
祠

に
い
た
る
。
渡
月
橋
は
月
夜
の
景
色
世
に
名
高
き
う
る
わ
し
き
な
り
。

虚
空
蔵
祠
も
ま
た
嵐
山
第
一
の
宮
な
り
。

む
す
び
に
か
え
て

　

近
世
の
渡
月
橋
は
お
も
に
経
済
的
理
由
か
ら
架
橋
を
望
ん
だ
法
輪
寺
が

天
龍
寺
及
び
町
奉
行
所
へ
願
い
出
、
架
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
井

川
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
た
両
寺
の
思
惑
の
齟
齬
、
度
重
な
る
流
失
と
法

輪
寺
の
財
政
難
に
よ
り
、
渡
月
橋
は
幾
度
か
中
断
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宝
暦
二
年
以
降
、
享
和
年
間
の
短
い
中
断
を
挟

み
、
お
よ
そ
百
年
に
わ
た
っ
て
架
け
続
け
ら
れ
た
「
仮
橋
」
は
、
法
輪
寺

門
前
は
じ
め
天
龍
寺
境
内
や
近
郊
の
村
々
の
人
び
と 　

 

嵐
山
の
周
辺
に

生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
、
日
常
的
な
生
活
の
橋
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
嵐
山
の
花
見
に
訪
れ
る
人
び

と
や
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
に
詣
で
る
人
び
と
を
渡
し
続
け
た
橋
は
、
そ
の



引
用
の
凡
例
は
前
稿
の
と
お
り
と
す
る
。
ま
た
文
書
番
号
は
【　

】

で
示
し
た
。

（
２
）
法
輪
寺
（
山
号
智
福
山
）
は
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
和
銅
年
間
の
草
創
と

伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
御
室
派
の
古
刹
。
本
尊
は
虚
空
蔵
菩
薩
。
応
仁

の
乱
後
に
は
荒
廃
し
て
い
た
が
、
慶
長
年
間
に
後
陽
成
天
皇
の
再
興

勧
進
綸
旨
が
発
給
さ
れ
、
以
後
、
同
寺
の
堂
舎
修
理
に
は
朝
廷
か
ら

勧
進
の
綸
旨
が
授
け
ら
れ
る
の
が
慣
例
と
な
る
。
近
世
の
法
輪
寺
は
、

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
将
軍
綱
吉
よ
り
寺
領
五
〇
石
を
安
堵
さ

れ
、
同
元
禄
年
間
に
桂
昌
院
の
寄
進
に
よ
り
堂
舎
が
再
興
さ
れ
た
。

同
寺
よ
り
川
下
に
広
が
る
上
山
田
村
の
村
高
は
「
天
保
郷
帳
」
に
よ

れ
ば
六
〇
二
石
、
松
尾
社
領
が
大
半
を
占
め
る
相
給
地
で
、
そ
の
北

端
に
法
輪
寺
の
門
前
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
『
史
料
京
都
の
歴
史
』
一
五
（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収

「
西
京
区
関
係
文
書
目
録
・
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
同
寺
に
は
法
輪
寺

文
書
と
し
て
七
七
一
点
が
伝
わ
る
。
そ
の
な
か
に
は
近
世
の
寺
院
諸

記
録
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
保
存
状
況
は
必
ず
し
も
良
く
な
い
。
本

稿
に
お
い
て
引
用
す
る
法
輪
寺
文
書
は
す
べ
て
京
都
市
歴
史
資
料
館

所
蔵
の
古
文
書
紙
焼
資
料
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限

り
原
史
料
の
記
載
を
尊
重
し
た
が
、
用
字
は
固
有
名
詞
を
除
き
原
則

と
し
て
常
用
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
仮
名
も
原
則
と
し
て
現
行
の
字

体
に
改
め
た
が
、
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま

残
し
た
。
虫
損
・
汚
損
等
に
よ
る
判
読
不
能
部
分
に
つ
い
て
は
□
で

示
し
、（
括
弧
）
内
は
筆
者
註
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
文
書
番
号
（
受

入
番
号
）
は
【　

】
で
示
し
た
。

（
３
）
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
に
つ
い
て
、
西
角
井
正
慶
編
『
年
中
行
事
辞

典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
八
年
）
に
は
「
起
源
は
比
較
的
新
し

注
（
１
）『
年
中
記
録
』
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
ま
で
の
天
龍
寺
の
寺
務
日
誌
。
以
下
、
本
稿
に
引
用

す
る
『
年
中
記
録
』
ほ
か
の
天
龍
寺
文
書
は
、
す
べ
て
京
都
府
立
総

合
資
料
館
所
蔵
の
写
真
帳
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
な
お

近世の嵐山と橋59

営
み
の
積
み
重
ね
の
な
か
、
名
所
嵐
山
の
麓
を
流
れ
る
大
井
川
に
架
か
る

〈
名
橋
〉
と
し
て
人
び
と
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
う
し
た
性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
た
橋
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
百
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
架
け
続
け
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
橋
を
め
ぐ
る
営
み
の
跡
を
追
い
な
が
ら
、
近
世
の
嵐
山
と

い
う
名
所
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
ま
と
ま
り
な
く
書
き
述
べ
て
き
た
。

本
稿
で
取
り
あ
げ
た
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
の
広
が
り
は
、
前
稿
に
述
べ
た

〈
花
の
嵐
山
〉
の
成
熟
と
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
、〈
嵐
山
〉
と
い
う
名
所

空
間
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
橋
が
架
け
続
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
経
済
に
お
い
て
も
文
化
に
お
い
て
も
文
字
ど
お
り
橋
渡
し

的
な
作
用
を
生
み
、
や
が
て
そ
の
橋
自
身
も
嵐
峡
と
い
う
自
然
の
造
形
美

の
な
か
で
名
所
空
間
を
構
成
す
る
要
素
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
本
稿
で
そ

の
こ
と
を
十
分
に
論
述
で
き
た
と
は
思
え
な
い
が
、
近
世
と
い
う
時
間
の

な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
勢
で
嵐
山
と
か
か
わ
り
、〈
嵐
山
〉
と
い
う
名
所

文
化
を
培
っ
た
人
び
と
の
営
み
に
少
し
で
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

ら
幸
い
に
思
う
。



く
、
安
永
２
年
が
始
で
あ
る
と
い
う
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
名
所
案
内
記
な
ど
で
は
、
天
明
六
年

（
一
七
八
四
）
再
版
の
『
京
城
勝
覧
』
に
「
○
法
輪
寺　

大
井
河
の

南
に
あ
り
。
前
に
茶
屋
有
た
か
き
坂
あ
り
虚
空
蔵
堂
な
り
景
よ
し
。

十
三
歳
に
な
る
都
の
男
女
参
詣
す
る
事
お
び
た
ゝ
し
。
是
を
十
三
ま

い
り
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
管
見
の
限
り
の
初
見
で
あ
る

（『
新
修
京
都
叢
書
』
一
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
一
年
））。
先
述
し

た
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
刊
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
は
「
近

年
」「
年
々
に
増
て
」
と
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
翌
寛
政

一
二
年
に
版
行
さ
れ
た
玉
田
永
教
著
『
年
中
故
事
』（『
続
日
本
随
筆

大
成
』
別
巻
「
民
間
風
俗
年
中
行
事
」
下
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

五
八
年
））
で
は
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。

一
、
法
輪
寺
十
三
参　

十
二
日　

下
嵯
峨
嵐
山
の
麓
也
。

当
本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
へ
、
男
女
十
三
歳
の
者
今
日
参
詣
す
れ
ば
、

福
徳
の
恵
み
を
授
け
給
ふ
と
、
大
に
羣
参
す
、
大
坂
殊
に
多
し
。

今
日
境
内
に
て
十
三
品
の
菓
子
を
売
る
、
参
詣
の
人
是
を
求
て

本
尊
へ
備
へ
て
、
児
ど
も
へ
喰
わ
し
む
○
是
の
参
詣
古
き
事
に

あ
ら
ず
、
四
十
年
余
り
に
て
近
年
別
し
て
盛
也
、
本
尊
十
三
日

の
縁
日
ゆ
へ
に
云
へ
り
。
是
の
寺
及
近
処
嵐
山
の
桜
花
盛
り
の

折
な
れ
ば
、
都
鄙
の
老
若
大
井
川
の
辺
に
て
遊
猟
し
、
春
色
を

興
ず
、
い
わ
ん
方
な
し
。

こ
れ
ら
の
史
料
と
後
述
す
る
『
年
中
記
録
』
の
記
録
を
併
せ
て
考
え

る
と
、
法
輪
寺
の
十
三
詣
り
は
一
八
世
紀
後
期
以
降
に
広
が
り
を
み

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
中
村
雅
俊
氏
は
「
十
三
ま
い
り
の
成

立  
  

嵯
峨
虚
空
蔵
法
輪
寺
に
つ
い
て  

 

」（『
虚
空
蔵
信
仰
』
民

衆
宗
教
叢
書
第
二
四
巻
）
の
な
か
で
、
地
誌
や
社
寺
案
内
記
の
検
討

か
ら
「
十
三
ま
い
り
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
「『
都
名
所
車
』『
山

城
名
所
寺
社
物
語
』
の
刊
行
よ
り
前
、
つ
ま
り
享
保
年
中

（
一
七
一
六
～
三
六
）
か
ら
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
は
考
え
に
く
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
前
掲
『
年
中
行
事
辞
典
』
に
は
「
帰
途
、
後
を
振
返
る
と
授
か
っ
た

知
恵
を
返
し
て
し
ま
う
と
い
っ
て
、
渡
月
橋
を
渡
り
終
る
ま
で
後
を

振
向
か
ぬ
風
が
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
一
二

年
に
法
輪
寺
が
発
行
し
た
『
虚
空
蔵
法
輪
寺
要
誌
』
は
、
霊
験
と
し

て
十
三
詣
り
の
旨
趣
を
縷
々
述
べ
る
も
の
の
、
同
風
習
に
つ
い
て

ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
法
輪
寺

が
積
極
的
に
流
布
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
５
）
中
世
末
期
か
ら
近
世
中
期
ま
で
の
渡
月
橋
に
つ
い
て
、『
年
中
記
録
』

で
は
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
天
龍
寺
が
町
奉
行
所
へ
差
し
出

し
た
覚
書
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
、
文
安
年
中
洪
水
ニ
而
度
月
橋
流
失
、
其
後
造
営
仕
候
処
、

応
仁
年
中
兵
火
ニ
而
焼
失
、
即
文
明
年
中
ニ
造
営
、
又
永
正

年
中
ニ
茂
造
営
仕
候
、
右
何
茂
天
龍
寺
よ
り
致
造
営
候
儀
、

記
録
並
橋
供
養
法
事
之
願
文
等
御
座
候

右
覚
書
に
よ
る
と
、
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五
二
〇
）
ま
で
は
、

洪
水
や
兵
火
で
流
焼
失
す
る
度
に
天
龍
寺
が
橋
を
造
営
し
た
と
い
う
。

ま
た
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
覚
書
に
は
「
応
仁
年
中
兵
火
ニ
而

焼
失
候
而
船
渡
、
其
後
又
永
正
年
中
造
立
之
橋
流
失
後
、
天
和
三
年

迄
凡
百
五
拾
年
余
船
渡
仕
来
候
事
」
と
あ
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八 

三
）
ま
で
約
一
五
〇
年
間
は
天
龍
寺
が
舟
渡
し
を
営
ん
だ
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、『
所
歴
日
記
』
に
よ
る
と
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
三

月
二
七
日
に
嵐
山
周
辺
を
訪
れ
た
石
出
常
軒
は
「
大
井
川
の
際
に
臨
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川
寺
と
云
あ
り
。
松
の
中
道
行
く
。
見
わ
た
せ
は
河
つ
ゝ
め
も
は
る

に
て
気
色
い
と
よ
し
。
そ
の
寺
の
前
に
有
橋
を
わ
た
り
て
法
輪
寺
に

至
る
。」
と
書
き
残
し
て
い
る
（
駒
敏
郎
他
編
『
史
料
京
都
見
聞
記
』

第
一
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
））。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も

寛
文
四
年
に
は
、
大
井
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
一
方
、
法
輪
寺
文
書
に
は
同
時
期
の
渡
月
橋
に
関
す
る
記
録
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ほ
か
に
『
実
隆
公
記
』
や
地
誌
・
名
所

期
、
洛
中
洛
外
図
な
ど
近
世
前
期
の
史
料
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
余
裕
が
な
い
た
め
割

愛
す
る
。

　

ち
な
み
に
国
学
者
・
歌
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
常
軒
が
、
渡

月
橋
に
つ
い
て
「
そ
の
寺
の
前
に
有
橋
」
と
し
か
触
れ
て
い
な
い
。

ま
た
天
和
三
年
四
月
一
日
に
嵐
山
を
訪
れ
た
『
千
種
日
記
』
の
著
者

（
日
記
に
各
名
所
で
詠
ん
だ
歌
を
書
き
付
け
て
い
る
）
も
た
だ
「
大

堰
川
の
は
し
を
わ
た
り
て
、
南
に
行
て
法
輪
寺
に
い
た
る
」
と
記
述

し
て
い
る
（『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第
一
巻
）。
い
ず
れ
の
記
述
で
も
、

当
時
の
橋
は  

 

「
渡
月
橋
」
と
い
う
詩
的
な
呼
称
を
想
起
さ
せ
な

い  
  

た
だ
大
井
川
を
渡
る
た
め
の
橋
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
も

た
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
一
二
月
に
法
輪
寺
が
京
都
町
奉
行
所
へ
差

し
出
し
た
口
上
書
に
も
「
天
龍
寺
境
内
大
井
川
度
月
橋
之
儀
、
古
来

ハ
板
橋
ニ
而
流
失
之
節
者
船
渡
ニ
御
座
候
所
、
元
禄
十
丑
年
、
従　

桂
昌
院
様
右
橋
御
寄
附
被
下
候
所
、
正
徳
二
辰
年
洪
水
ニ
而
流
失

仕
」
と
認
め
ら
れ
る
（
法
輪
寺
文
書
【
五
七
八
】）。
桂
昌
院
に
よ
る

寄
進
に
つ
い
て
、
昭
和
一
二
年
に
法
輪
寺
が
発
行
し
た
『
虚
空
蔵
法

輪
寺
要
誌
』
に
は
「
是
に
於
て
當
山
の
伽
藍
を
修
補
し
、
本
尊
供
養

料
と
し
て
御
朱
印
五
十
石
を
寄
進
し
、
且
つ
渡
月
橋
を
改
築
し
其
維

持
費
と
し
て
黄
金
五
百
両
を
寄
附
し
た
り
。
是
は
往
詣
者
に
便
せ
ん

が
為
な
り
し
と
云
ふ
。」
と
あ
る
。
法
輪
寺
文
書
に
は
五
代
将
軍
綱

吉
の
朱
印
状
（【
七
七
】）
を
は
じ
め
と
し
て
歴
代
将
軍
の
朱
印
状
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
法
輪
寺
は
綱
吉
の
朱
印
状
に
よ
り
川
嶋
村
に
寺
領

五
〇
石
を
得
て
財
政
的
な
基
盤
が
で
き
た
が
、
同
村
は
度
々
水
害
を

受
け
る
な
ど
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
渡
月
橋
に
係
る
寄

進
つ
い
て
は
、「
言
上
帳
」（【
六
八
八
】）
の
う
ち
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
に
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し
た
「
依
御
尋
御
返
答
書
之

事
」
に
、「
□
□
院
様
本
尊
虚
空
蔵
□
依
御
信
仰
、
諸
人
為
参
詣
元

禄
之
頃
新
ニ
御
掛
被
成
下
、
並
ニ
右
橋
修
復
料
と
し
て
於
丹
州
金
子

三
百
両
ニ
而
□
□
御
買
付
被
成
下
候
」
と
認
め
ら
れ
る
。『
虚
空
蔵

法
輪
寺
要
誌
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
は
こ
う
し
た
断
片

的
な
記
録
し
か
見
出
し
得
な
い
が
、
桂
昌
院
の
時
代
に
寺
領
と
併
せ

て
渡
月
橋
の
造
営
修
復
費
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

（
７
）
一
般
に
板
橋
は
土
橋
に
比
べ
て
見
ば
え
が
良
く
構
造
も
堅
固
で
あ
る

が
、
造
営
に
掛
か
る
費
用
も
大
き
か
っ
た
。
な
お
幕
府
が
造
営
か
ら

修
復
ま
で
一
切
を
管
理
し
た
公
儀
橋
の
三
条
大
橋
や
五
条
橋
も
板
橋

で
あ
る
。

（
８
）『
年
中
記
録
』
文
化
六
年
二
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
法
輪
寺
が
町
奉

行
所
へ
差
し
出
し
た
橋
銭
願
書
（
法
輪
寺
文
書
【
三
四
〇
】）
に

「
行
々
者
往
古
之
通
板
橋
ニ
仕
度
と
申
文
言
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
天
龍
寺
は
事
前
に
断
り
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
同
文
言

の
削
除
を
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
町
奉
行
所
は
「
行
々
者
板
橋
ニ

致
度
と
申
文
言
有
之
候
迚
何
も
差
支
ニ
者
不
相
成
」
と
し
て
退
け
て

い
る
。
同
一
件
よ
り
、
少
な
く
と
も
法
輪
寺
は
「
仮
土
橋
」
を
で
き
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得
れ
ば
元
禄
年
間
に
架
橋
さ
れ
た
当
時
の
「
板
橋
」
に
復
し
た
い
と

願
望
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
９
）
こ
の
間
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
五
月
一
〇
日
に
土
佐
藩
士
で
儒

者
の
谷
重
遠
が
渡
月
橋
を
渡
り
、『
東
遊
草
』
に
「
此
寺
（
法
輪
寺
）

を
北
へ
出
、
大
堰
川
に
か
ゝ
り
た
る
橋
を
二
ツ
渡
り
、
右
は
臨
川
寺
、

左
は
天
竜
寺
也
。」
と
書
き
残
し
て
い
る
（『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第

一
巻
）。

（
10
）「
仮
橋
」
又
は
「
仮
土
橋
」
は
、
天
龍
寺
と
法
輪
寺
双
方
の
記
録
に

お
い
て
共
通
す
る
呼
称
で
あ
り
、
共
有
さ
れ
た
認
識
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

（
11
）『
年
中
記
録
』
宝
暦
二
年
五
月
二
五
日
条
の
「
法
輪
寺
よ
り
仮
橋
修

補
之
書
付
」
に
よ
れ
ば
、

覚

一
、
橋
七
間
仲
ふ
り
直
し
見
合
行
桁
入
替　

一
、
橋
惣
縄
結
仕

替
へ　

一
、
欄
干
所
々
取
替

一
、
橋
惣
土
上
置
并
耳
芝
致
し

							







右
之
通
可
致
候
其
上
見
合
所
々
取
替
可
申
候
以
上

								








申
五
月
廿
五
日　
　
　
　
　

法
輪
寺
役
者　

大
貮

								








天
龍
寺　

御
役
者
中

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
仮
橋
」
の
お
よ
そ
の
構
造
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
12
）
明
治
二
八
年
に
京
都
参
事
会
が
刊
行
し
た
『
京
華
要
誌
』
に
は
「
渡

月
橋　

大
堰
川
に
架
す
。
長
百
間
余
、
む
か
し
は
今
少
し
上
流
に

か
ゝ
り
、
結
構
宏
壮
な
り
し
よ
し
、
現
時
は
土
橋
な
れ
と
も
、
山
水

と
の
映
帯
其
宜
し
き
に
か
な
ひ
風
致
を
添
ふ
。」
と
記
さ
れ
る
（『
新

撰
京
都
叢
書
』
三
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
））。
現
在
の
渡
月
橋

は
む
ろ
ん
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
が
、
檜
の
欄
干
と
腰
板
が

遠
目
に
は
板
橋
と
見
さ
せ
る
優
れ
た
意
匠
と
思
う
。

（
13
）『
年
中
記
録
』
享
保
六
年
九
月
条

（
14
）
同
裁
定
の
直
後
に
、
町
奉
行
所
は
天
龍
寺
に
境
内
三
軒
屋
川
上
の
浜

を
上
知
さ
せ
、
丹
波
薪
の
薪
運
上
役
所
を
設
け
る
。
こ
れ
に
よ
り
同

年
九
月
以
降
、
薪
運
上
役
所
に
お
い
て
嵯
峨
に
着
荷
す
る
丹
波
材
木

の
筏
積
薪
に
対
し
て
、
一
筏
積
分
二
〇
分
一
の
現
物
運
上
が
始
ま
る
。

運
上
役
所
の
薪
取
立
役
に
は
、
天
龍
寺
境
内
川
端
村
の
材
木
屋
が
当

た
る
こ
と
に
な
り
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
一
一
月
か
ら
角
倉
鍋

次
郎
家
に
代
わ
る
ま
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
藤
田
彰
典
「
京
都

嵯
峨
川
の
運
上
薪
と
入
札
触
」『
京
都
町
触
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
））。
こ
の
薪
運
上
所
に
つ
い
て
、
天
龍
寺
は
色
々
と
陳

情
し
た
が
、
町
奉
行
所
は
有
無
を
言
わ
せ
ず
設
置
し
た
。
大
井
川
の

渡
河
支
配
権
に
つ
い
て
町
奉
行
所
が
天
龍
寺
の
優
位
を
認
め
た
裁
定

に
、
薪
運
上
所
の
設
置
一
件
が
何
ら
か
の
形
で
影
響
し
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

（
15
）『
年
中
記
録
』
に
よ
れ
ば
渡
船
の
新
造
に
は
一
艘
に
つ
き
銀
九
〇
〇

匁
か
ら
一
貫
四
〇
〇
匁
を
要
し
た
。

（
16
）
同
口
上
覚
で
最
後
に
敢
え
て
「
尤
従　

御
公
儀
御
構
無
御
座
候
、
度

月
橋
ハ
天
龍
寺
十
境
之
内
ニ
而
御
座
候
」
と
申
し
添
え
て
い
る
の
も

興
味
深
い
。
大
井
川
の
渡
河
に
関
し
て
町
奉
行
所
の
容
喙
を
警
戒
す

る
天
龍
寺
の
姿
勢
と
同
寺
が
「
度
月
橋
」
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
か

が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。

（
17
）
享
保
六
年
八
月
二
八
日
付
け
で
天
龍
寺
が
西
町
奉
行
所
へ
差
し
出
し

た
覚
書
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

覚
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大
井
川
船
渡
し
之
時
分
賃
銭
之
事
、
水
中
ニ
分
来
を
立
置
、
常

水
よ
り
洪
水
之
品
を
定
置
候
、
出
家
侍
衆
賃
銭
一
切
取
不
申
、

其
外
往
来
賃
銭
持
合
無
之
も
の
茂
昼
夜
に
か
き
ら
す
無
滞
相
渡

し
候
様
ニ
堅
申
付
候
、
尤
渡
船
ハ
当
寺
よ
り
造
作
仕
置
候
、
一

ケ
月
ニ
銀
子
拾
匁
ツ
ヽ
船
頭
よ
り
当
寺
へ
相
納
申
候
、
分
来
八

尺
迄
ハ
賃
銭
定
置
候
得
共
、
七
尺
よ
り
以
上
之
高
水
ニ
ハ
渡
し

難
仕
候
、
賃
銭
定
札
之
写
差
上
申
候
、
以
上

						






丑
八
月
廿
八
日　
　

天
龍
寺
役
者　

禅
昌
院
（
ほ
か
一
名
）

						






御
奉
行
所

（
18
）
享
保
七
年
九
月
に
は
、
舟
渡
賃
の
値
上
げ
を
め
ぐ
り
、
船
頭
仲
間
と

川
端
村
の
間
に
諍
い
が
起
こ
る
が
、
天
龍
寺
の
仲
裁
に
よ
り
川
端
村

が
折
れ
る
形
で
収
ま
っ
た
（『
年
中
記
録
』
享
保
七
年
九
月
二
日
条
）。

（
19
）『
年
中
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
船
頭
仲
間
は
と
き
お
り
天
龍
寺
へ
運
上

銭
の
減
額
願
を
出
し
て
い
る
。
な
お
幕
末
の
『
天
龍
常
住
納
下
帳
』

に
も
「
渡
船
運
上
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）『
年
中
記
録
』
享
保
九
年
四
月
二
六
日
条

（
21
）
天
明
六
年
（
一
七
八
四
）
再
版
『
京
城
勝
覧
』
に
は
「
○
法
輪
寺　

大
井
河
の
南
に
あ
り
。
前
に
茶
屋
有
た
か
き
坂
あ
り
虚
空
蔵
堂
な
り

景
よ
し
。」
と
み
え
る
（『
新
修
京
都
叢
書
』
一
二
）。
ま
た
寛
政

一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
版
『
年
中
故
事
』
で
は
、
十
三
詣
り
の
風
と

し
て
「
今
日
境
内
に
て
十
三
品
の
菓
子
を
売
る
、
参
詣
の
人
是
を
求

て
本
尊
へ
備
へ
て
、
児
ど
も
へ
喰
わ
し
む
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る

（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
）。

（
22
）
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
付
け
法
輪
寺
門
前
の
「
年
貢
書
」

に
よ
れ
ば
、「
惣
差
引
」
九
〇
匁
七
分
八
厘
七
毛
の
う
ち
、「
御
門
前

納
」
は
八
一
匁
余
に
上
っ
て
い
る
（
法
輪
寺
文
書
【
五
四
七
】）。

（
23
）『
年
中
記
録
』
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
一
二
月
二
一
日
条
に
、

一
、
廿
一
日
、
度
月
橋
往
来
之
橋
銭
運
上
銀
三
百
目
法
輪
寺
よ

り
役
者
持
参
請
取
状
遣
之

覚

						






一
、
文
銀
合
三
百
目
也

								








右
攸
採
納
如
件

									









元
文
二
年
丁
巳
臘
月　
　

天
龍
寺
役
者　

喜
春
軒

�

華
徳
院　

									









法
輪
寺　

御
役
者
中

と
あ
る
と
お
り
、
橋
銭
徴
収
に
と
も
な
い
、
同
年
以
降
寛
保
二
年
に

流
失
中
断
す
る
ま
で
法
輪
寺
は
天
龍
寺
へ
「
橋
銭
運
上
」
と
し
て
銀

三
〇
〇
匁
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
再

架
橋
以
降
は
「
橋
銭
運
上
」
か
ら
「
橋
床
料
」
と
呼
称
を
変
え
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
ま
で
に
銀
三
五
〇
匁
に
値
上
げ
さ
れ
る
。
以

後
幕
末
ま
で
、
渡
月
橋
が
架
橋
さ
れ
て
い
た
間
は
、
法
輪
寺
が
天
龍

寺
へ
「
橋
床
料
」
又
は
「
度
月
橋
々
床
銭
」
と
し
て
年
間
銀
三
五
〇

匁
を
納
め
た
。
な
お
寛
保
二
年
に
天
龍
寺
が
船
頭
仲
間
へ
求
め
た
渡

船
運
上
は
、
法
輪
寺
が
納
め
る
橋
運
上
を
上
回
る
銀
七
二
〇
匁
で

あ
っ
た
。

（
24
）
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
も
、
法
輪
寺
が
天
龍
寺
へ
無
届
出
で
橋

を
修
復
し
た
こ
と
を
契
機
に
諍
い
が
起
こ
る
。
天
龍
寺
は
直
ち
に
法

輪
寺
へ
対
し
「
此
度
我
侭
ニ
修
補
被
致
候
義
以
之
外
不
届
ニ
候
、
普

請
之
内
往
来
人
馬
等
怪
我
有
之
候
而
者
却
而
当
寺
之
不
念
ニ
相
成
候

故
、
此
趣
御
役
所
江
御
届
申
往
来
差
止
メ
渡
船
出
候
間
、
左
様
可
被

相
心
得
之
旨
」
を
申
し
渡
し
た
と
こ
ろ
、
法
輪
寺
も
非
を
認
め
て
誤

証
文
を
入
れ
た
た
め
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（『
年
中
記
録
』

近世の嵐山と橋63



明
和
二
月
二
八
日
条
～
三
月
一
日
条
）。

（
25
）
三
月
一
九
日
は
嵯
峨
清
凉
寺
の
御
身
拭
い
の
日
。
同
寺
の
御
身
拭
い

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
刊
の
『
京
童
』
に

「
三
月
十
九
日
御
身
拭
」、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
の
『
京
羽
二

重
』
に
も
三
月
の
年
中
行
事
と
し
て
「
十
九
日　

嵯
峨
釋
迦
御
身

拭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
新
修
京
都
叢
書
』
一
～
二
）。『
年
中
記

録
』
か
ら
も
同
日
の
人
出
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
26
）
こ
れ
ま
で
本
稿
で
述
べ
て
き
た
「
橋
」
は
お
も
に
天
龍
寺
側
の
岸
か

ら
中
州
に
架
け
ら
れ
た
大
橋
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
州
か
ら
法
輪
寺

側
の
岸
に
架
か
る
小
橋
は
大
橋
と
異
な
り
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
六
月
に
流
失
す
る
ま
で
は
天
龍
寺
が
直
接
管
理
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
同
年
七
月
以
降
は
、
法
輪
寺
の
願
い
に
よ

り
大
橋
小
橋
と
も
法
輪
寺
が
架
橋
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
安
永
六

年
当
時
は
天
龍
寺
が
自
ら
管
理
す
る
小
橋
に
補
修
を
加
え
た
。

（
27
）
虚
空
蔵
信
仰
の
な
か
で
一
三
日
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
縁
日
と
な
る
起
源

に
つ
い
て
、
佐
野
賢
治
編
『
虚
空
蔵
信
仰
』（
雄
山
閣
、
一
九
九
一

年
）
で
は
、
室
町
期
ま
で
に
確
立
し
た
十
三
仏
信
仰
か
ら
派
生
し
た

も
の
と
推
考
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）『
古
事
類
苑
』
に
は
「
開
帳
ノ
年
期
ハ
、
大
抵
三
十
三
年
ニ
シ
テ
、

一
タ
ビ
行
フ
ヲ
以
テ
普
通
ト
為
シ
ヽ
ガ
如
シ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
法
輪
寺
は
堂
舎
修
復
の
た
め
三
三
年
を
待
た
ず
、
し
ば
し
ば
居

開
帳
・
出
開
帳
を
行
っ
た
。
法
輪
寺
文
書
に
残
さ
れ
た
年
月
未
詳
の

覚
書
（【
一
五
二
】）
に
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
か
ら
享
保
元

年
（
一
七
一
六
）
ま
で
の
間
に
居
開
帳
六
回
、
大
坂
・
江
戸
・
紀

州
・
播
州
で
の
出
開
帳
各
一
回
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
中
村
雅
俊
氏
は
前
掲
「
十
三
ま
い
り
の
成
立  

  

嵯
峨
虚
空
蔵
法
輪

寺
に
つ
い
て  

 

」
に
お
い
て
、
名
所
案
内
記
等
の
内
容
検
討
か
ら

十
三
詣
り
と
職
工
集
団
の
参
篭
の
関
係
性  

  

虚
空
蔵
信
仰
と
日
蓮

宗
と
の
結
合  

  

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）
法
輪
寺
文
書
【
五
七
五
】

奉
差
上
一
札
之
事

一
、
渡
月
橋
仮
土
橋
懸
ケ
候
儀
、
先
達
而
私
共
請
負
仕
度
御
願

申
上
候
而
、
宝
暦
十
四
年
申
正
月
よ
り
今
子
極
月
迄
御
請
負

仕
、
則
年
季
今
年
ニ
而
相
済
申
候
ニ
付
、
右
橋
最
初
御
約
束

之
通
指
上
申
候
、
然
処
銀
子
百
五
拾
匁
不
足
仕
候
、
当
極
月

相
納
メ
可
申
筈
ニ
御
座
候
得
共
、
只
今
商
難
仕
候
ニ
付
、

段
々
御
願
申
上
候
処
、
御
聞
達
被
下
難
有
奉
存
候
、
右
銀
子

御
返
納
之
義
ハ
、
来
ル
丑
三
月
晦
日
切
ニ
急
度
上
納
□
仕
候
、

為
後
日
証
文
差
上
ケ
置
申
候
、
仍
而
如
件

						






明
和
五
年
□
十
二
月�

御
門
前　

忠
兵
衛
（
切
取
）

�

勘
兵
衛
（
切
取
）

�

八
兵
衛
（
切
取
）

					





法
輪
寺
様　

御
役
□
中
様

（
31
）
天
保
一
〇
年
一
月
の
筏
除
杭
寄
進
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
法
輪

寺
文
書
【
三
二
七
】）。

渡
月
橋
筏
除
杭
寄
進
之
事

合
銀
四
百
六
拾
七
匁
壱
分
八
厘　
　
　
筏
除
杭
木
代
并
打
込
仕

立
手
間
入
用
銀
惣
高
也

但
し
酉
年
二
月

亥
年
八
月

両
度
分
也

内　

三
百
弐
拾
匁
二
厘
六
毛　
　
　
　
右
銀
高
之
内
七
分
之

割
奥
商
人
よ
り
出
之

							







百
三
拾
七
匁
壱
分
五
厘
四
毛　
　
右
同
断
三
分
之
割
口

商
人
中
よ
り
出
之

右
之
通
り
奥
口
商
人
申
合
出
銀
普
請
仕
立
、
書
面
之
通
筏
除
杭

寄
進
在
之
候
処
相
違
無
候
、
以
上
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天
保
十
年
亥
一
月						







法
輪
寺　

役
者
印

						






嵯
峨
梅
津
桂
三
ケ
所　

材
木
年
寄　

大
八
木
幾
右
衛
門
殿

右
寄
進
状
に
よ
れ
ば
「
筏
除
杭
木
并
打
込
仕
立
手
間
」
掛
か
る
入
用

銀
四
六
七
匁
余
の
う
ち
、「
奥
商
人
」
が
七
割
、「
口
商
人
」
が
三
割

を
負
担
し
た
。「
奥
商
人
」
と
は
山
方
の
山
城
・
丹
波
材
木
商
人
を
、

「
口
商
人
」
は
三
ケ
所
材
木
屋
仲
間
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
と
考
え
ら
れ

る
。『
京
都
嵯
峨
材
木
史
』（
嵯
峨
材
木
株
式
会
社
、
一
九
七
二
年
）

に
よ
れ
ば
、
す
で
に
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
「
山
相
」（
保
津

峡
）
普
請
に
掛
か
っ
た
費
用
を
山
方
が
七
分
、
三
ケ
所
が
三
分
負
担

す
る
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
。
同
協
定
は
、
丹
波
材
の
取
り
引
き
を

め
ぐ
っ
て
産
地
山
方
と
三
ケ
所
材
木
屋
と
の
間
で
結
ば
れ
た
最
初
期

の
協
定
と
さ
れ
る
。
渡
月
橋
の
筏
除
杭
打
込
に
掛
か
る
費
用
の
負
担

割
合
は
、
延
宝
年
間
以
来
の
慣
例
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
の
山
方
と
三
ケ
所
材
木
屋
の
争
論
の
済
証
文
に
は

「
一
、
山
間
川
筋
大
破
之
節
は
、
山
方
并
三
ケ
所
材
木
屋
中
相
談
之

上
、
川
作
り
可
致
候
。
但
シ
入
用
銀
ハ
延
宝
四
年
同
五
年
古
証
文
割

合
之
通
、
山
方
よ
り
七
歩
出
シ
三
歩
材
木
屋
中
よ
り
可
申
候
。
渡
月

橋
筏
除
杭
入
用
銀
、
是
又
右
ニ
准
シ
可
申
事
。」（『
史
料
京
都
の
歴

史
』
一
四
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
保
二
年
ま
で

に
は
法
輪
寺
と
山
城
・
丹
波
材
木
商
人
及
び
三
ケ
所
材
木
屋
仲
間
と

の
間
で
渡
月
橋
の
筏
除
杭
の
入
用
負
担
に
係
る
協
定
が
交
わ
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
同
様
の
筏
除
杭
寄
進
状
（
請
取
状
）
は
天

明
六
年
三
月
に
も
み
ら
れ
る
（
法
輪
寺
文
書
【
三
三
七
】）。

（
32
）
太
秦
市
川
村
は
石
高
約
一
〇
〇
石
の
高
台
寺
領
で
天
龍
寺
か
ら
東
方

半
里
程
に
位
置
す
る
。

（
33
）「
京
都
の
金
相
場
・
銭
相
場
毎
年
最
高
最
低
平
均
表
」（
三
井
高
雄
編

『
新
稿
両
替
年
代
記
関
鍵
』
二
巻
）

（
34
）
往
来
の
人
数
に
つ
い
て
、
嘉
永
元
年
『
勘
定
録
』
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
四
月
一
五
日
か
ら
五
月
一
三
日
ま
で
の
間
に
徴
収
さ
れ
た
橋
銭
は

三
貫
九
二
八
文
で
、
一
人
三
文
で
割
る
と
約
一
千
三
百
九
人
と
な
る
。

（
35
）
寛
政
元
年
に
は
大
坂
へ
出
開
帳
も
行
っ
て
い
る
（
法
輪
寺
文
書

【
六
三
五
】）。
な
お
寛
政
一
二
年
版
『
年
中
故
事
』
に
は
、
十
三
詣

り
の
人
出
に
つ
い
て
「
大
い
に
群
集
す
、
大
坂
殊
に
多
し
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

（
36
）
法
輪
寺
文
書
【
五
七
八
】

奉
願
口
上
書

一
、
天
龍
寺
境
内
大
井
川
度
月
橋
之
儀
、
古
来
ハ
板
橋
ニ
而
流

失
之
節
者
船
渡
ニ
御
座
候
所
、
元
禄
十
丑
年
、
従
桂
昌
院
様

右
橋
御
寄
附
被
下
候
所
、
正
徳
二
辰
年
洪
水
ニ
而
流
失
仕
、

翌
巳
年
当
寺
本
尊
信
仰
之
者
寄
進
を
以
橋
掛
ケ
同
四
午
年
よ

り
往
来
仕
候
所
、
享
保
六
丑
年
洪
水
ニ
而
流
失
、
夫
よ
り

十
一
ケ
年
之
間
船
渡
ニ
而
同
十
六
亥
年
よ
り
仮
橋
掛
、
其
後

度
々
流
失
、
寛
保
二
戌
年
五
月
よ
り
船
渡
ニ
御
座
候
所
、
宝

暦
二
申
年
三
月
当
寺
本
尊
御
戸
開
之
儀
故
仮
橋
造
立
仕
度
候

得
共
、
貧
寺
故
難
及
自
力
候
ニ
付
同
年
よ
り
同
寅
年
ま
て
七

ケ
年
之
間
、
往
来
壱
人
よ
り
銭
弐
文
ツ
ヽ
相
対
を
以
申
受
度

段
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
為
仰
付
候
、
夫
よ
り
右
之
例
を
以
、

宝
暦
九
卯
年
、
明
和
五
子
年
、
安
永
二
巳
年
、
同
七
戌
年
、

天
明
三
卯
年
、
同
八
申
年
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
仰
付
橋
銭

取
之
罷
在
、
当
丑
年
ニ
而
年
限
相
満
申
候
、
然
ル
処
近
来

度
々
洪
水
ニ
而
壱
ケ
年
ニ
両
三
度
ツ
ヽ
も
流
失
仕
候
、
尤
橋

長
前
々
ハ
五
六
拾
間
程
有
之
候
処
、
当
時
ハ
右
洪
水
度
毎
ニ
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川
幅
水
流
広
り
橋
長
サ
八
拾
間
程
ニ
相
成
、
殊
之
外
長
ク
相

成
破
損
多
、
貧
寺
ニ
而
修
覆
銀
年
々
借
財
ニ
相
成
甚
以
難
儀

仕
候
、
何
卒
右
為
修
復
料
、
来
寅
年
よ
り
来
ル
午
年
迄
五
ケ

年
之
間
、
相
対
を
以
往
来
壱
人
ニ
付
銭
三
文
ツ
ヽ
申
受
度
奉

願
上
候
、
左
候
ハ
ヽ
右
仮
橋
修
覆
仕
、
往
来
無
差
支
様
丈
夫

ニ
出
来
仕
候
、
尤
宝
暦
年
中
ハ
銭
壱
貫
文
拾
五
匁
仕
候
故
、

弐
文
ツ
ヽ
ニ
御
願
奉
申
上
候
、
当
時
ハ
銭
壱
貫
文
拾
匁
ニ
届

キ
不
申
、
自
然
修
覆
銀
不
足
難
儀
仕
候
間
、
被
為
聞
召
分
願

之
通
ニ
而
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
仮
橋
成
就
仕
冥
加
至
極

ニ
難
有
可
奉
存
候
、
此
段
天
龍
寺
へ
も
申
達
候
処
、
差
支
無

御
座
候
間
、
右
仮
橋
并
橋
銭
取
候
儀
、
願
之
通
御
許
容
被
成

下
候
ハ
ヽ
難
有
□
奉
存
候
、
以
上

							







寛
政
五
年
丑
十
二
月
日

�

嵯
峨
法
輪
寺
役
人　

伊
藤
伊
兵
衛
印

御
奉
行
所

（
37
）
京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
）【
一
四
七
五
】

（
38
）『
年
中
記
録
』
享
和
元
年
一
一
月
九
日
条

（
39
）「
当
分
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
仔
細
が
あ
る
。『
年
中
記
録
』
に
は
、

同
口
上
書
を
一
覧
し
た
西
町
奉
行
所
与
力
と
両
寺
役
人
の
や
り
取
り

が
生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

右
書
付
一
覧
之
上
、
是
ニ
而
者
中
絶
与
も
不
見
へ
届
ニ
不
及
事

ニ
存
候
、
中
絶
な
ら
ハ
中
絶
之
様
ニ
被
認
可
然
存
候
、
随
分
中

絶
之
積
り
ニ
御
座
候
得
共
、
中
絶
与
申
上
候
而
者
如
何
与
被
存

候
故
、
右
之
通
書
付
差
出
候
事
ニ
御
座
候
、
法
輪
寺
役
人
茂
同

様
ニ
相
答
、
左
候
得
者
先
此
書
付
預
り
置
、
追
而
相
伺
是
よ
り

差
図
可
申
旨
也

右
記
事
の
と
お
り
と
す
れ
ば
、
天
龍
寺
と
法
輪
寺  

  

と
く
に
前
者

は
「
随
分
中
絶
之
積
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）
町
奉
行
所
は
「
嵐
山
」
に
つ
い
て
「
前
々
よ
り
勝
地
之
聞
有
之
場

所
」
と
考
え
て
い
た
（『
年
中
記
録
』
文
政
元
年
六
月
八
日
条
）。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
41
）『
年
中
記
録
』
享
和
元
年
一
二
月
二
〇
日
条
に
は
「
依
之
此
度
為
助

力
銀
百
五
拾
目
差
遣
、
尤
橋
床
銀
者
如
例
三
百
五
拾
目
被
納
候
、
請

取
書
遣
之
右
銀
子
者
別
ニ
相
渡
、
先
達
橋
之
節
公
儀
よ
り
茂
天
龍
寺

ニ
茂
勘
弁
ヲ
加
ヘ
可
遣
旨
被
仰
聞
ニ
付
、
旁
以
右
之
通
助
力
銀
差

遣
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）
駒
敏
郎
他
編
『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第
二
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
九
一

年
）

（
43
）
同
巡
見
で
所
司
代
の
案
内
役
を
務
め
た
の
は
西
町
奉
行
曲
淵
景
露
。

（
44
）
享
和
三
年
の
法
輪
寺
開
帳
は
、
同
寺
門
前
の
強
い
要
望
に
よ
り
催
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
年
一
月
に
、
法
輪
寺
門
前
一
統
は
同
寺
へ

次
の
よ
う
な
嘆
願
書
を
差
し
出
し
て
い
る
（
法
輪
寺
文
書

【
六
六
二
】）。乍

憚
口
上
書

一
、
年
来
私
共
儀
御
門
前
ニ
罷
有　

御
地
頭
様
御
憐
愍
を
以
町

中
一
同
相
続
仕
難
有
奉
存
候
、
然
ル
所
近
年
時
節
柄
悪
敷
町

内
一
統
困
窮
仕
甚
難
渋
仕
候
、
依
之
当
春　

御
本
尊
様
御
開

帳
之
儀
御
願
申
上
度
奉
存
候
、
何
卒
御
開
帳
被
成
下
候
ハ
ヽ

町
内
一
同
之
賑
ひ
ニ
相
成
、
殊
ニ
御
本
尊
様
御
蔭
を
以
渡
世

相
続
可
仕
義
と
奉
存
候
、
此
段
被
為
聞
分
御
聞
届
被
成
下
候

ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
依
而
町
中
一
統
口
上
書
を
以
奉
願
之
候
、
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以
上

							







享
和
二
年
戌
正
月�

御
門
前
年
寄　

卯
兵
衛
（
印
）

�

同
五
人
組　
　

九
兵
衛
（
印
）

�

同
惣
代　
　
　

次
兵
衛
（
印
）

御
地
頭
様　

御
役
人
中
様

　

ま
た
、
橋
が
中
断
さ
れ
て
い
る
間
の
渡
船
運
上
に
つ
い
て
、『
年

中
記
録
』
享
和
二
年
三
月
四
日
条
に
「
四
日
、
渡
船
之
義
三
月

十
二
三
日
者
虚
空
蔵
尊
参
詣
茂
多
有
之
候
故
、
此
方
ニ
茂
警
固
等
雑

費
も
相
挂
可
申
故
、
定
之
外
為
冥
加
料
鳥
目
弐
拾
貫
文
相
納
可
申
旨

申
付
」
と
の
記
事
を
み
る
よ
う
に
、
天
龍
寺
が
「
十
二
、三
日
」
に

十
三
詣
り
の
人
出
を
見
込
み
、
船
頭
仲
間
へ
定
め
の
渡
船
運
上
の
ほ

か
に
「
冥
加
料
鳥
目
弐
拾
貫
文
」
を
求
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
45
）
京
都
町
奉
行
所
が
橋
銭
増
額
の
是
非
を
問
う
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

『
年
中
記
録
』
享
和
三
年
八
月
一
二
日
条
に
「
度
月
橋
増
銭
之
儀
ニ

付
差
支
無
之
哉
之
旨
、
西
庁
よ
り
御
尋
之
趣
立
石
造
路
両
町
よ
り
届

書
差
出
」
と
あ
り
、
翌
九
月
二
二
日
条
に
は
「
度
月
橋
仮
橋
々
銭
以

来
三
文
宛
牛
馬
者
六
文
ツ
ヽ
取
之
候
而
も
差
支
無
之
哉
之
旨
、
公
義

よ
り
御
尋
ニ
付
請
書
差
出
候
旨
届
書
川
端
惣
年
寄
持
参
」
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
に
は
、
町
奉
行
所
は
雑
色
を
通
し

て
「
度
月
橋
往
古
板
橋
ニ
而
有
之
候
節
之
間
数
」
を
天
龍
寺
へ
照
会

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
橋
銭
の
増
額
を
認
可
す
る
に
あ

た
り
、
町
奉
行
所
が
周
到
に
下
調
べ
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
46
）『
年
中
記
録
』
享
和
三
年
一
二
月
二
日
条

（
47
）「
福
引
」
と
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
版
『
諸
国
年
中
行
事
』

に
正
月
一
三
日
「
さ
が
虚
空
蔵
の
富
」
と
記
さ
れ
る
富
籤
を
指
し
、

幕
府
が
堂
舎
の
修
復
金
を
目
的
と
し
て
認
め
た
御
免
富
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
「
民
間
風
俗
年
中
行
事
」

下
）。
た
だ
し
、
嘉
永
元
年
『
勘
定
録
』
及
び
嘉
永
六
年
『
智
福
山

例
月
御
収
納
並
米
出
納
勘
定
』
に
は
、
同
富
籤
の
収
益
ら
し
き
も
の

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

（
48
）
法
輪
寺
は
同
一
一
月
中
に
半
金
一
五
両
を
下
げ
渡
し
て
い
る
（
法
輪

寺
文
書
【
四
九
一
】）。

（
49
）〈
表
４
〉
参
照
。『
年
中
記
録
』
安
政
二
年
一
一
月
一
日
条
～
一
一
月

三
〇
日
条
。

（
50
）
駒
敏
郎
他
編
『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第
三
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
九
一

年
）
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